
【総務文教部会】庁内・部会評価一覧 令和7年5月28日時点

評価グループ名 今後の展開
庁内
評価

専門
部会

19̲認定⼦ども園、幼稚園、保育園、⼩学校などの連携強化 現状維持 B B
20̲「⽣きる⼒」を育む教育の推進 現状維持 C C
21̲⼦どもの健やかな成⻑をめざした学校・家庭・地域の連携 現状維持 C C
22̲いじめ・不登校への対策や相談体制の充実 現状維持 C C
23̲安全・安⼼な学校 現状維持 C C
24̲施設整備及び教育環境の充実 現状維持 C C
25̲教職員の資質向上 縮⼩ C C
26̲市⺠の⽣涯学習によるまちづくりの推進 現状維持 C C
27̲⻘少年健全育成・⾮⾏防⽌活動の充実 現状維持 C C
28̲⻘少年活動の推進 改善 C C
29̲若い世代が⽂化活動全般に関⼼をもてる施策 現状維持 C C
30̲芸術⽂化の⾃主学習に対する⽀援策等の拡充 改善 C C
31̲スポーツの振興 改善 B B
46̲合宿招致対策 改善 C C
47̲施設の整備と受け⼊れ態勢の強化 改善 B B
48̲合宿者と市⺠との交流機会の拡充 現状維持 B B
49̲企業誘致の推進 現状維持 C C
59̲新エネルギーへの転換 現状維持 C C
60̲省エネルギー対策の推進 現状維持 C C
61̲再⽣可能エネルギーの活⽤ 現状維持 C C
67̲情報格差の解消 改善 B B
73̲市⺠のまちづくりへの参画促進 改善 C C
74̲協働のまちづくりの仕組みづくり 改善 C C
76̲⼈権尊重に関わる意識⾼揚・問題への対応 現状維持 C C
79̲国内交流（地域間交流）の促進 縮⼩ C C
80̲国際交流の促進 現状維持 B B
81̲国際理解・国際化の促進 現状維持 C C
83̲その他の交流 縮⼩ B B
84̲移住受け⼊れ態勢の整備 改善 C C
85̲移住・定住情報の収集および発信 推進 B B
88̲新たな公共交通計画の策定 現状維持 C C
89̲鉄道の維持 現状維持 C C
90̲ＪＲ⼠別駅舎及び駅前広場の改修 現状維持 D D
91̲路線バスの効率的運⾏と利便性向上 改善 D D
92̲市⺠の⽣命と財産を守る体制づくり 現状維持 B B
93̲消防⼒の強化 推進 C C
94̲予防⼒の強化 推進 B B
95̲救急救命体制の強化 推進 C C
96̲⾏財政運営戦略、⼈材育成などの取り組み 推進 C C
97̲⾏財政運営戦略に基づく財政運営 推進 C C
98̲財政健全化の取り組み 推進 C C
99̲広域⾏政の取り組み 現状維持 C C
101̲電⼦⾃治体の推進 改善 B B

43 A 0 0
B 11 11
C 30 30
D 2 2
E 0 0

1

士別市まちづくり総合計画（2018-2025） 施策アセスメントの実施について



施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第５節 教育

評価Ｇ 19 認定子ども園、幼稚園、保育園、小学校などの連携強化
作成部署

生涯学習部

関係部署

健康福祉部

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）各施設で、子どもの育ちを
見つめながら実施された教育や保
育などの内容を保護者や各機関が
相互理解し、連続性を持った教育
に努めるとともに、各機関が子育
て応援ファイル「すくらむ」をよ
り効果的に活用できるよう内容の
充実に努めます。

士別市特別支援教育連携協議会を設置し、関係機関が連携し
て、支援の充実に向けた検討や研修等の取り組みを行ってい
る。
子どものいるすべての家庭に「すくらむ」を配布し、個別の
支援計画を作成・管理することに役立てている（R5年度一部
改訂）。

B

（２）障がいのある児童を含めた
すべての幼児の自立や社会参加に
向け、一人ひとりのもてる力を伸
ばす特別支援教育の推進に努めま
す。

士別市特別支援教育連携協議会を設置し、関係機関が連携し
て、支援の充実に向けた検討や研修等の取り組みを行ってい
る。
特別支援教育支援員を配置し、教職員の負担軽減と支援体制
の充実を図っている。

B

児童生徒数は減少しているが、特別支援学級の在籍者は増加している。
学校からの支援員の配置要望は多いものの、財政状況を踏まえると、十分に配置する
ことが難しい。
配置にかかる基準などを整理する必要がある。

現状
維持 B

・子育て世帯へ配付している「すくらむ」とは？
→上川教育局の取組を参考に士別市独自で内容を編纂し配付しているバインダー。子育て情報等
を出生時から記録し、支援が必要な児童に対して各施設における相談時などに活用している。
・WEBサービス等を活用した記録・保存などの展開は？
→過去にシステム移行を検討したことはあるが、診断書など添付があり断念した経過あり。

B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第５節 教育

評価Ｇ 20 「生きる力」を育む教育の推進
作成部署

生涯学習部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）新しい時代と社会に開かれ
た学校教育
・社会の変化に向き合い適切に対
応するため、学校教育を通じて育
むべき資質や能力を子どもたちが
確実に身につけることができるよ
う、日々の教育活動の展開を図り
ます。

GIGAスクール構想のもと、学習用端末を児童生徒一人ひとり
に配布・活用することで、個別最適な学び・協働的な学びを
推進している。
ネットワーク環境の充実が必要

C

（２）確かな学力と豊かな心や健
やかな身体を育てる調和のとれた
教育の推進
・「知識や技能の習得」、「思考
力・判断力・表現力等の育成」、
「学びに向かう力、人間性等の涵
養」の基本を重視し、自分の考え
を持って意見を言い、主体的に行
動ができる子どもとなるよう、教
育活動の推進を図ります。
また、生涯を通じて、健康に過ご
すことができるよう、望ましい生
活習慣の確立や体力・運動能力の
向上など、健やかな身体を育み調
和のとれた子どもの育成を図りま
す。

学習指導要領に基づき、単なる知識の習得だけでなく、考え
る力や表現する力を育成するなかで、児童生徒が主体的に課
題を発見し、解決する力を育成している。また、探究学習や
総合的な学習の時間を活用して、地域の課題解決や社会との
関わりを深める学びを推進するなど、児童生徒が地域社会の
一員としての意識を持ち、主体的に行動できる力を育成して
いる。

C

（３）農業学習やふるさと給食の
充実
・基幹産業である農業についての
学習やふるさと給食を通して、豊
かな心や社会性、地域を理解し、
愛し、発展を願う子どもの育成を
めざします。

総合的な学習の時間などを活用し、地域住民にも参画いただ
くなかで農業学習に取り組んでいるほか、小中学校・東高に
おいて年８回、幼稚園・保育園において年３回のふるさと給
食を実施し、豊かな心や社会性、地域を理解し、愛し、発展
を願う子どもの育成を図っている。 C

教育ＤＸの推進にかかる財源確保
物価上昇による教材費・食材費等の高騰と保護者負担の軽減

現状
維持 C

・令和7年度から始まる給食費の値上げについて、市民から行政へ意見は出ているか？
→直接的には反対されるなどの意見は聞こえていない。これまでは交付金等を活用して支援。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第５節 教育

評価Ｇ 21 子どもの健やかな成長をめざした学校・家庭・地域の連携
作成部署

生涯学習部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）コミュニティ・スクール
（学校運営協議会制度）により、
学校の教育活動に地域住民や保護
者の思いを反映させるとともに、
地域人材等を活用した、効果的で
魅力ある取り組みを推進します。

　地域住民や学校教職員等で構成する学校運営協議会（市内
９協議会）を各地区ごとで開催し、学校と地域の現状や課題
を共有した。
　また、学校運営協議会合同研修会を開催し、学校運営協議
会への理解を深め、委員の資質向上を図った。

C

・市内全地区において、地域の実情を把握している住民の方に地域コーディネーター
を担ってもらい、各地域の活動が広がり、住民や教員にも理解が深まるよう進める。

現状
維持 C

・PTCAにおけるC（コミュニティ）とコミュニティスクールとで取り扱いで違う部分は？保護者
の関わりが少なくなることを想定しているものか？
→本市のコミュニティスクール制度においては、地域の老人クラブや自治会との交流がある。こ
れまでは地域の有識者との関わりで学校を支えるPTCAがあったが、より多くの方が参画できるこ
とが望ましい姿。学校運営に対して地域や保護者の関わりが薄まるものではない。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施

4



施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第５節 教育

評価Ｇ 22 いじめ・不登校への対策や相談体制の充実
作成部署

生涯学習部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）相手の意見を尊重し、人を
大切にする子どもを育てる
・いじめは重大な人権侵害である
ことを学び、早期発見や早期対応
を図るため、学校や家庭、地域な
ど関係者の連携・協力体制の充実
を図ります。

学校や関係機関のほか、不登校・いじめ問題等対策連絡会と
連携し、早期発見・早期対応に努めている。
現在のところ、重大事態は発生していないが、今後発生した
場合に備え、引き続き連携強化等を進めていく。 C

（２）不登校児童生徒の居場所づ
くり
・法律により不登校児童生徒が定
義づけられ、個々の状況に応じた
多様な学びの大切さが認められた
ことから、適応指導教室のさらな
る体制強化を図ります。

適応指導教室ウィズを設置し、一人ひとりのペースにあった
学習活動や体験活動を実施している。学校への復帰や基本的
な生活習慣の改善、豊かな情操や社会性の育成を図ってい
る。 C

個々の実態にあわせ、不登校段階（開始期、補充期…など）に応じた対応策の検討が
必要。
引き続き、学校や関係機関、不登校・いじめ問題等対策連絡会との連携・協議が必
要。

現状
維持 C

・市内の不登校数などは？
→一定数の不登校があり、ウィズ等で支援活動を実施している。
・SNS等による学校外での「いじめ問題」へも注視が必要。
→学校や地域の連携により適切な対応が求められる。 C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施

5



施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第５節 教育

評価Ｇ 23 安全・安心な学校
作成部署

生涯学習部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）通学路の点検を行い、登下
校時の安全を確保し、安心できる
通学路とするよう整備充実を図り
ます。

　各学校において安全マップの作成を進めるほか、こども
110番の家やスクールガードリーダの協力のもと登下校時の
安全確保に努めた。また定期的な通学路の点検に努めてい
る。

C
（２）子どもたちが安全に学校生
活を送れるよう施設整備に努め、
校舎等の計画的な整備を図りま
す。

学校営繕調査を基に、老朽化が進んでいる校舎及び体育館の
屋根･屋上、設備等の改修や更新を行い、学習環境の整備に
努めている。 C

適正配置計画に基づき、長寿命化計画に基づき計画的に整備を進めていく必要があ
る。

現状
維持 C

・老朽化等による学校の整備については、優先順位を付けながら実施されるべき。
・小中学生の通学路は学校側では危険個所を把握しづらいため、地域と連携して関係者による点
検も必要では。
→生涯学習部（学校教育課）として単独では安全点検を行っていないが、各学校や地域によって
連携した点検・見守りが行われている。行政として安全対策が講じられるよう必要な支援に努め
たい。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第５節 教育

評価Ｇ 24 施設整備及び教育環境の充実
作成部署

生涯学習部

関係部署

総務部

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）施設の整備（修繕）を進
め、学習環境の充実に努めます。

学校営繕調査を基に、老朽化が進んでいる校舎及び体育館の
屋根･屋上、設備等の改修や更新を行い、学習環境の整備に
努めている。 C

（２）教材・教具の整備や各種行
事への支援、バス通学費の助成を
行います。

学校配分予算等を活用し、教材等の整備・更新を進めている
ほか、遠距離通学にかかる助成等を行い、保護者負担の軽減
を図った。 C

適正配置計画や長寿命化計画に基づく計画的な整備範囲内で、学校規模・学級数に応
じた学校教育の向上発展のために学校施設・設備の維持更新を継続する必要がある。

現状
維持 C

・意見なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第５節 教育

評価Ｇ 25 教職員の資質向上
作成部署

生涯学習部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）教師力の向上を図るため、
校内研修の充実や各種研修会への
参加奨励に努めます。

市教委や関係機関が開催する集合研修への参加奨励のほか、
校内研修の充実に務めている。
また、士別市教育研究会に対し補助金を交付し、授業研究、
実践交流等の取り組みを支援している。

C

学校教育の向上発展のため、教職員の研修等を継続する必要がある。
児童生徒数が減少していることを踏まえ、ダウンサイジングの検討が必要（児童生徒
の交流事業など） 縮小 C

・教職員研修会の実施手法は？
→オンラインでも実施し、参加しやすい工夫をしている。
・展開が縮小となっているが、職員の質を落とさないような工夫が必要。
・対象や参加率は？→各校を通じて全教職員へ案内。一般的な参加率で年次で大幅な変動なし。
補助事業としての見直しを行い、事業費を削減する意味合いで縮小とした。
・研修テーマの決定プロセスは？
→各校へ確認しているほか、アンケート等を実施しテーマを決定。本年度のテーマはまだ決定し
ていない。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第６節 生涯学習・文化・スポーツ

評価Ｇ 26 市民の生涯学習によるまちづくりの推進
作成部署

生涯学習部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）学習機会の整備・拡充、学
習環境の充実、学習成果を地域還
元する仕組みの整備、「士別まち
づくり塾」などで若者の人財育成
を図るため、「士別市人づくり・
まちづくり推進計画」に基づく市
民の生涯学習活動を推進します。

　各社会教育施設において、Wi-Fiを設置するなど学習環境
の整備に努めた。
　博物館では常設展示はもちろん、特別展示や主催講座、出
前講座等の教育普及活動を通して、郷土の自然や歴史に関す
る学習の場を市民に提供し、学芸員のほか、士別に縁のある
特別学芸員や博物館ボランティア友の会に講師や補助を依頼
することで、きめ細かい対応をすることができ、来館者や参
加者の満足度も高かった。
　図書館では市民の読書活動と生涯学習の拠点施設として、
市民のニーズに応じた図書資料の充実と提供に努め、安心し
て学ぶことのできる環境や学習成果の発表の場を提供するこ
とによる生涯学習活動の支援を行った。　
　平成26年度から始まった「士別まちづくり塾」は、第7期
生まで輩出しており、本事業の「自ら学び、考え、協力のも
とに行動する人材の育成」を一定程度達成した。
　また、高齢者学習推進事業は、九十九大学から学び舎つく
もにシステムを変え、ニーズに沿った学習を進めている。

C

　「士別市人づくり・まちづくり推進計画」の生涯学習の理念である「人とまちがい
きいきと輝き、健やかで心豊かに暮らすために」のもと、市民の生涯学習を進めるた
めに様々な事業を展開してきたが、今後においても市民ニーズや社会情勢に沿った事
業の展開を進めていく。
　また、幅広い年齢の市民が利用する図書館や博物館、その他社会教育施設において
も、生涯学習の拠点施設として、適正な学習環境の整備とサービス提供に努める。

現状
維持 C

・意見なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第６節 生涯学習・文化・スポーツ

評価Ｇ 27 青少年健全育成・非行防止活動の充実
作成部署

生涯学習部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）青少年健全育成・非行防止
活動の推進
・青少年に対する健全な環境をつ
くるため、啓発活動の強化と街頭
指導の適正な実施とともに、関係
機関との連携を強化します。

　士別市青少年問題協議会の開催により、学校・警察・自治
会等が連携し、情報交流を通じての状況把握により啓発活動
の連携強化が図られた。青少年指導センター情報紙「のぞ
み」の発行により、子どもの健全育成及び家庭教育の振興に
寄与した。北海道と連携した健全育成条例に基づく立入調査
の実施により、事業所における子どもの健全育成についての
認識の共有化が図られた。

C

（２）青少年のふるさと意識の醸
成
・「子ども夢トーク」や「子ども
議会」を開催し、まちの課題に対
する学習を深めることによって、
市政への関心を高めるとともに、
ふるさと意識の醸成を図ります。

　子ども夢トークを実施し、それぞれの夢や士別市について
学習・発表を行い、ふるさと意識の熟成を図ることができ
た。R6はこれまでと内容を変え、子ども議会チャレンジ応援
事業を実施し、中学生が考える士別市の課題について、12回
の学習会、実践活動3事業を通して市政への関心を高めるこ
とができた。

C

（３）家庭教育支援の充実
・保護者の学習機会の充実を図
り、子育てに必要な情報の発信に
努めます。

　家庭教育つうしんの発行や生活リズム実態調査の実施によ
り各家庭での家庭教育の視点の示唆や情報提供を図ることが
できた。
一日入学では家庭教育の役割や士別市における家庭教育の施
策など、情報提供を行った。家庭教育講演会では、保護者の
みならず学校や幼稚園などの関係者が集い、講演及び情報交
流を通じて、家庭教育の役割の理解を深めた。

C

（４）多様な相談に対応できる体
制の整備
・青少年からの多様な相談に対応
するため、相談員の適正な配置と
資質向上に努めます。

　青少年や家庭からの多様な相談に対応するため、青少年相
談員を配置し、相談体制の整備を行った。また、研修会や学
習会を通じて相談員としての資質向上にも努めた。
電話、メール、対面による相談窓口の開設により、様々な
ニーズに対応する相談体制整備に努めた。

C
（５）青少年の居場所づくりの推
進
・青少年が、安全・安心に集える
場所の確保に努めます。

　しべつチャレンジ寺子屋やしべつふるさと体験広場の開催
により、多様な体験活動を実施するとともに、子どもたちが
安全・安心に集える場を提供した。
　生涯学習情報センターの市民ギャラリーの開放により、中
高生の自習に活用されるなど、子どもたちが安全・安心に集
える場を提供した。

C

　青少年に関わる事業については、市民のニーズや社会情勢を考慮し、ふるさと教育
やキャリア教育など引き続き進め、社会性や豊かな人間性を育む事業内容に努める。

現状
維持 C

・夢トークや子ども議会など、児童や生徒の育成に資する事業を継続・注力いただきたい。
・市内の非行生徒の割合は？他自治体よりは良いと想定しているが、他市のような悲惨な事故が
発生しないよう注意してほしい。 C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第６節 生涯学習・文化・スポーツ

評価Ｇ 28 青少年活動の推進
作成部署

生涯学習部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）各種青少年団体活動の推進
・子どもたちを健やかに育む環境
づくりのため、子ども会などの青
少年活動の活性化を図ります。

地域子ども会の発展向上を目的としている士別市子ども会育
成連絡協議会へ補助金を交付した
子ども会リーダー研修は時代に合わせ形態を変え実施し効果
を得てきたが、近年は事業への参加人数が少ないことや地域
のニーズを鑑み、令和６年度で終了することとした。

C
（２）体験活動の充実
・子どもたちの生きる力を育むた
め、豊かな体験活動を提供しま
す。

チャレンジスクール（2泊3日）やしべつチャレンジ寺子屋な
どを実施し、児童の望ましい学習習慣及び生活習慣の定着
と、自立する力及び他者と協働する力を身につける場を提供
している。

C

　他者と協働するうえで必要なコミュニケーション能力や協力する力を身に付ける
きっかけとなり、市民や地元高校生の協力を得て事業を実施することで、双方の学び
につながっている。
　今後においても、各方面に協力を依頼し、市民ニーズや社会情勢に沿った事業展開
を進める。

改善 C

・「改善」とした理由は？
→リーダー研修など現状を改善しながら発展させたい考え。
・高校生のボランティアや中学生などが縦に連携した事業など発展させていただきたい。 C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第６節 生涯学習・文化・スポーツ

評価Ｇ 29 若い世代が文化活動全般に関心をもてる施策
作成部署

生涯学習部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）若い世代が文化活動に興味
や関心をもち、伝統文化を含む芸
術文化活動全般を継承します。
また、文化協会や文化団体等との
連携を強化し、若い世代が芸術文
化に関心をもつ施策を検討しま
す。

　R5に名称を「しべつ土曜子ども文化村」から「士別ふるさ
と体験広場」に変更し、　士別市の特色を活かした体験をと
おして、ふるさとを愛する郷土愛を育む事業内容を実施して
いる。
　また、市内企業や団体、関係者が指導者となり、子どもの
教育に関わることにより、地域で子どもを育む活動を展開し
ている。
【職業体験コース、文化体験コース、自然歴史体験コース】

C

　本事業は多様な体験機会を子どもたちに提供する事業として定着してきたが、若い
世代に文化活動を広めたいという市民団体と体験内容が子どもたちの興味関心を引く
ことが難しく参加者が少人数となっている体験もあり、将来にわたって文化を継承し
ていくことが課題となっている。

現状
維持 C

・経済部を中心とした「農育」など、田植えから収穫などの農業体験学習との関わりは？
→本施策は、博物館のふるさと体験として実施した内容となる。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第６節 生涯学習・文化・スポーツ

評価Ｇ 30 芸術文化の自主学習に対する支援策等の拡充
作成部署

生涯学習部

関係部署

総務部

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）市民がより優れた芸術文化
に触れるため、自主学習活動の支
援策を拡充します。また、芸術文
化団体の自主学習活動を支援して
いる各種施策の拡充を検討しま
す。

＜生涯学習部＞
・公民館講座は、企業との連携や親子対象の講座の他、既存
文化団体を講師にすることで、文化団体の育成も図ることが
できた。
　市民総合文化祭の開催し、文化団体の発表の場を設けた。
・市民文芸活動振興事業では、市民や児童生徒の文芸作品及
び学習発表の場として、また、貴重な郷土文化資料の作成・
保存の面からも市民の文芸活動に伴う文化振興に寄与してい
る。
・市民自主企画事業は、年々申請件数が減少し、また、団体
の自主自立を目的としている利用ではないことからR７を
もって廃止とする。
・サンライズホールは経年劣化により施設の整備は必須と
なっており、事業費も高額化しているが、計画的に整備を行
うことにより適切な維持管理を行った。
・士別市文化協会や市民団体による文化芸術活動に対し補助
金を交付し、市民の主体的な文化芸術活動の促進や良質な文
化芸術に触れる機会の提供ができた。

＜総務部＞
・2020年度で文化振興補助を廃止し、新たに人材育成・文化
振興補助事業とした。
　2022年度_４件、2023年度_5件、2024年度_5件

C

・市民の文化活動を進めるため、各関係機関や市民ボランティア、学校などとの協働
が不可欠であることから、人との繋がりと人材育成を念頭に協力体制の維持・強化を
すすめる。 改善 C

・意見なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第６節 生涯学習・文化・スポーツ

評価Ｇ 31 スポーツの振興
作成部署

生涯学習部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）市民一人ひとりが生涯にわ
たり豊かなスポーツライフを楽し
むことができるよう、スポーツ施
策の具体的な方向性を示す「士別
市スポーツ推進計画」に基づき、
生涯スポーツの推進をはじめ、ス
ポーツへの参加機会の拡充、指導
者の育成と充実を図るとともに、
施設や設備の計画的な整備と適切
な管理体制での施設の充実に努め
ます。

①スキー場整備：利用者の安全確保に向けた整備を実施
②スポーツイベント開催：ハーフマラソン・ディスタンス
チャレンジ士別大会については予定どおりに実施。オリン
ピックデーランは令和5年度より「オリパラフェスティバ
ル」として士別市の独自イベントに変更。サマージャンプ大
会については施設の改修工事の為令和6年度の大会は実施し
しなかった。
③市民スポーツ振興：チャレンジデーは令和5年度から「ス
ポーツウィーク」に変更し、これまで以上に市民のスポーツ
に取り組むきっかけづくりとして実施。
④総合体育館施設整備：機器更新や修繕を実施し利用者の安
全・安心を図った。令和5年度からスポーツ協会と定例で協
議を実施。　施設の在り方、計画的な整備について話し合っ
ている。
⑤体育施設整備：計画的な施設整備により、長寿命化が図ら
れた。
⑥総合型スポーツクラブ推進：本来目指した運営体制の構築
になっていない。再構築が急務
⑦児童・生徒大会参加交通費助成：令和6年度に大会開催地
ごとのわかりやすい助成額への見直しを図図った。

B

①日向スキー場と朝日スキー場の統合。日向第2リフト整備。日向圧雪車更新。②ハー
フマラソン大会の参加者増に対策。ハーフ、ディスタンス共に魅力アップ対策により
参加者・観戦者の増加を図る。③市民皆スポーツの推進に向け関係機関との連携強化
が重要。④スポーツ協会との連携による新たな組織体制の構築が必要。⑤施設の統廃
合・スリム化⑥本来の運営体制構築⑦中学部活動地域展開と併せて大会参加奨励、対
外行事参加奨励費の統合も含め検討が必要。

改善 B

・想定以上の進捗や効果を”B”とした理由は？
→従来実施していたJOC事務局等と連携したオリンピックデーランについて、令和５年度からオ
リパラフェスティバルや市民スポーツウィークなど市民参加を促進できたことによる。 B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第４節 合宿・企業誘致

評価Ｇ 46 合宿招致対策
作成部署

生涯学習部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）官民連携による合宿招致の
推進
・官民連携による情報収集やＳＮ
Ｓを活用した情報発信に努めると
ともに、北海道や道内市町村、ふ
るさと大使、中央競技団体等との
連携を強化し、継続招致はもとよ
り、新規合宿者の招致など、合宿
者数の拡大を図ります。

合宿の里士別推進協議会をはじめ旅館業組合と連携する中で
スポーツ合宿の招致活動や中央競技団体との連携を図れた。
陸上チームなど新たなチームの招致は実施できているものの
閑散期における新たな競技チームへの招致拡大には至ってい
ない。 C

（２）ホストタウン事業の推進
・台湾ウエイトリフティング団体
の合宿招致を進めるとともに、
「着地型観光推進協議会」や「士
別地域日台親善協会」との連携も
図りながら、スポーツの相互交流
や文化交流など、官民一体となっ
た取り組みを推進します。

新型コロナウイルス感染症の影響により東京オリンピック時
における台湾ウエイトリフティング団体の合宿は実現しな
かった。

C

引き続き、官民連携による合宿招致の推進を図るため、実効性のある取り組みに向け
た協議が必要

改善 C

・宿泊施設は減少しているか？
→宿泊施設の数は減少していない。ここ数年で後継者による旅館業務の引継ぎなどがある。
・新たな種目やチームの誘致、閑散期対策などの想定は？
→陸上でも５月の連休明けに合宿入りするチームも出てきている。春秋のシーズンでは、高校生
や大学生などのバドミントンやバレーボールも実績が増えている。施設を有効活用するなかで
オールシーズンの受け入れに努める。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第４節 合宿・企業誘致

評価Ｇ 47 施設の整備と受け入れ態勢の強化
作成部署

生涯学習部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１） 練習場所や宿泊施設など、
合宿者ニーズにあった施設の整
備・拡充をはじめ、本市の優れた
安全・安心な食材を活用した食の
提供など、より良い環境整備に努
めます。

合宿で訪れるチームスタッフとの意見交換によりニーズを把
握し、トレーニング環境の充実など即対応可能なものと長期
的なものを判断し、迅速に対応することで利用者の満足度を
高め次年度以降の継続利用に繋げる。 B

（２）「合宿の里士別推進協議
会」を中心として、様々な団体な
どとの連携のもとで「おもてなし
の心」を一層醸成させ、より良い
合宿者の受け入れ態勢づくりに努
めます。

合宿の里士別推進協議会事業として、市内中心部での歓迎看
板の設置や合宿の里士別ののぼり設置、地元新聞を活用した
合宿チームの情報提供などを実施。

B

　今後も合宿で訪れるチームスタッフとの意見交換によりニーズを把握し、トレーニ
ング環境の充実など即対応可能なものと長期的なものを判断し、迅速に対応すること
で利用者の満足度を高め次年度以降の継続利用に繋げる。
　　合宿の受入れベースとなる宿泊施設のキャパを確保するため、旅館業組合との連
携強化が必要。

改善 B

・意見なし

B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第４節 合宿・企業誘致

評価Ｇ 48 合宿者と市民との交流機会の拡充
作成部署

生涯学習部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１） 合宿者による教室や歓迎交
流会など、合宿者と市民の交流機
会の拡充により、互いの親交を深
めるとともに、「合宿の里」とし
ての意識の高揚と理解を深め、市
民のスポーツ・文化活動を推進
し、地域の活性化を図ります。

合宿チームによる小学校での陸上教室の実施や、高校生、社
会人を対象としたランニング教室を実施。コロナ禍により市
民参加の歓迎交流会は広報や道の駅モニターを活用した市民
応援に形を変えて実施。 B

「合宿の聖地創造」に向け、更なる市民関係者の意識醸成を図る取り組みが必要

現状
維持 B

・意見なし

B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第４節 合宿・企業誘致

評価Ｇ 49 企業誘致の推進
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）立地企業の規模拡大や関連
会社などの誘致について働きかけ
るとともに、国や北海道と綿密に
情報交換し、試験研究に適した地
域として求められる環境や条件な
ど、企業側が必要とする内容につ
いて調査を進めます。
また、「自動車等試験研究のま
ち」の取り組みについて、市民の
理解や関心をさらに深めるととも
に、企業とのつながりを強化する
ためイベントなどを企業と連携し
て実施します。

・計画期間内に29本の企業協定を締結（内16本は包括協定）
・トヨタ自動車：健康ウォーキング、自然共生活動、コロナ
ワクチン企業接種
・ダイハツ工業：安全運転講座、ものづくり教室、
・ブリヂストン：市民見学会
・交科総研：安全運転講座
・日本甜菜製糖：砂糖フェスタ
・三協精器：工場見学会
・てしおがわ祭りや雪まつり等への協賛依頼
※自動車関連試験研究入込数　
　R5_18,929　R4_16,248　R3_13,842
　R2_8,112　R1_23,156　H30_24,668 

C

（２）工業団地の分譲販売を促進
するとともに、「士別市企業立地
促進条例」を検証し、各種助成制
度を活用するなかで、本市の地域
特性に合った企業の誘致に努めま
す。

・R6年度に駅南工業団地の1区画を売却
・R5年度にバネ工場を誘致
・冬期間の閉鎖道路や公共施設の駐車場等を活用した自動車
運転等試験の受け入れ B

（３）旧学校施設や公共施設など
の遊休施設の活用を図るため、関
係団体へ情報提供を行います。

・令和元年にオメガファーマーズを誘致
・令和4年度から、旧中多寄小学校の利活用に向け、大豆加
工業者と協議中
・他の特定遊休財産について、毎年数件の応募はあるが、決
定には至らず。

C

・本市知名度の向上、冬期間の宿泊施設の確保、労働者の確保（食品加工業を中心に
工場勤務者が確保できるのなら進出しても良いとの声あり）、物流の代替ネットワー
クの確保（高速道路延伸、４車線化で解消？） 現状

維持 C

・道内の市町村では、大手工場などが撤退する事案等も発生している。理事者と事業者との日頃
からの意見交換やつながりを重要視していくべき。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第６節 環境・エネルギー

評価Ｇ 59 新エネルギーへの転換
作成部署

総務部

関係部署

建設環境部

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）石油代替エネルギーとし
て、木質バイオマスなどの新エネ
ルギー導入の可能性について調
査、検討を進めます。

市内で複数の太陽光、風力発電の設置が計画されていること
を受け、R5に士別市太陽光発電施設の設置に関するガイドラ
インを作成、R6に「士別市の自然環境等と再生可能エネル
ギー発電事業との調和に関する条例」に格上げ。自然環境や
景観、地域住民への配慮と、施設の適正な設置、維持管理を
求める。

B

（２）本市で導入可能な新エネル
ギーについて、事業所へのさらな
る導入を促すとともに、国の制度
などが活用されるよう、情報提供
に努めます。

HPなどで、国等の補助制度等を紹介。
個人向けには、「士別市地域循環型住宅リフォーム促進事
業」の中で、太陽光発電設備の設置等ゼロカーボンに関する
工事に対し、サフォークポイントを付与。 D

木質バイオマスについては、原料調達や設備等の課題から、導入断念。複数の再エネ
発電所の計画が進んでいるなか、条例に基づく適切な管理が必要である。また、災害
時に優先的に電力を供給するなど、地域が恩恵を得られる様、事業者に協力を求め
る。

現状
維持 C

・川西町で予定されている太陽光発電事業の概要は？
→令和７年６月から着工。２ヵ年で工事完成。これまで川西町で複数回説明会が開催された。
　令和１０年から売電の予定。
・滝上町との市町村境での風力発電事業の進捗は？
→大手事業者により令和６年度から風況計測が実施されている（国有林内）。見込まれる風況観
測があると伺っているが、事業の具体化には至っていない。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第６節 環境・エネルギー

評価Ｇ 60 省エネルギー対策の推進
作成部署

総務部

関係部署

建設環境部

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）二酸化炭素の排出抑制など
による地球温暖化の防止やエネル
ギー資源の有効活用を図るため、
市民生活や事業活動などでの省エ
ネルギーに向けた啓発活動を行い
ます。

保育園児によるつくも水郷公園での植樹や小学生親子を対象
としたソーラーカー工作教室、広報活動などを通じて、市民
の意識啓発を図った。

C

（２）公共施設の改築時などにお
いて、省エネルギー化につながる
機器や設備などの導入を進めま
す。また、節電などの取り組みを
進めます。

市庁舎改修事業において、環境省補助事業を活用した地中熱
利用（ヒートポンプ）システムを整備し二酸化炭素の削減に
努めた。
市職員を対象に、秋の交通安全運動の期間を活用しノーカー
デーを実施（取組率72％）した。

B

2050年における温室効果ガス排出量の実質ゼロ実現のため、市民一人ひとりの意識や
ライフスタイルの転換などによる徹底した省エネの取組が必要である。また、SDGsの
指針やSociety5.0におけるスマートシティの取り組み等との連携をはじめ、事業者と
行政が一丸となった取組を展開する必要がある。

現状
維持 C

・意見なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第６節 環境・エネルギー

評価Ｇ 61 再生可能エネルギーの活用
作成部署

総務部

関係部署

建設環境部

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）水力発電など、自然エネル
ギーを利用した再生可能エネル
ギーを活用し、環境にやさしいま
ちづくりを進めるため、朝日水力
発電所の建設促進に向けて取り組
みます。

令和元年度に「岩尾内ダム上流地点開発可能性調査」、令和
２年度には「ポンテシオ川上流地点発電計画再評価調査」を
実施した。建設費等の経済性の面から実現は難しいとの結論
に至る。期成会については、令和３年度に解散済み。 ー

再生可能エネルギー施設の整備にあたっては、「士別市の自然環境等と再生可能エネ
ルギー発電事業との調和に関する条例」に基づき、地域住民の安全や環境への影響、
さらには地域と適切な調和が図られることが重要。 現状

維持 C

・意見なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第８節 住宅・情報通信

評価Ｇ 67 情報格差の解消
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）情報通信基盤の整備促進
・通信事業者等による基盤整備を
促進し、ブロードバンド化や携帯
電話通信エリアの拡大など、情報
格差の解消に努めます。

光回線整備事業により居住地域のすべてで光回線が利用可能
になった。携帯電話通信エリアは、キャリアの対応により、
居住地域のすべてで携帯電話の利用が可能となった。 B

（２）地上デジタル放送設備の適
切な運用
・テレビ放送の地上デジタル化に
伴い、難視聴地域に整備した共聴
施設の適切な維持管理に努めま
す。

上士別及び温根別の中継局更新のため、補助金の利用につい
ての国や道への要請や調整を行ったほか、辺地共聴施設の更
新計画を立てるために、調査を実施した。

B

テレビ中継局は、令和８年度に上士別、令和９年度から温根別の設備更新に着手する
見込み。辺地共聴施設は、老朽化しているが、対象となる住居が少なく、今後の人口
増も見込めないことから、原則として設備全体の更新は行わずに故障個所を修理する
ことで設備を維持管理していく。 改善 B

・意見なし

B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第１節 市民参画・協働

評価Ｇ 73 市民のまちづくりへの参画促進
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）まちづくりに対する市民の
意識高揚と連携促進
・多くの方が意見や情報交換を行
う機会を通して、まちづくりに対
する意識高揚を図り、まちづくり
活動の促進や支援に努めます。

・振興審議会の開催。
・第2次総合計画の策定に向け、アンケート調査やワーク
ショップ、まちづくり懇談会を実施し、広く市民の意見を集
約中。 C

（２）地域資源への理解と価値の
向上
・地域住民が主体となって策定し
た「地区別計画」において、地域
資源を生かした計画の実施に向
け、市民自らが参画し、参加しや
すい体制づくりに努めるほか、地
域資源の価値を高めるための活用
促進を図ります。

・地区別計画等に位置づけた取り組みや協働による公益的な
まちづくり活動の取り組みを支援し、地域力の向上に努め
た。
・「まちの地域力」推進事業の活用件数
　2018年度_7件、2019年度_6件、2020年度_4件
　2021年度_1件、2022年度_4件、2023年度_4件
　2024年度_4件

C

（３）市政への参画機会の充実
・各種委員会や審議会など、市民
が政策形成過程や市政に参画する
機会の充実を図ります。

・各種審議会、委員会の開催状況を市民に公開
・委員会、審議会の開催数
　2018年度_44回、2019年度_33回、2020年度_37回
　2021年度_57回、2022年度_25回、2023年度_47回
　2024年度_43回

C

・第2次総合計画は、これからの人口減少を見据え、あらゆるものの適正化を図るとと
もに、市民の幸福度を向上させることを基本とする。
・「まちの地域力」については、本来の目的である「市民が主体的に行う公益的事
業」について、再検討を行う時期が来ている。
・人口減少に伴い、各種委員会、審議会の構成人数の見直しや会の統合について、検
証を行う必要がある。

改善 C

・意見なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第１節 市民参画・協働

評価Ｇ 74 協働のまちづくりの仕組みづくり
作成部署

総務部

関係部署

市民部

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）協働のまちづくりの促進と
市民自治の仕組みづくり
・市民が主体的に取り組む公益的
事業に対して支援を行うととも
に、市民自治に向けての仕組みづ
くりや協働による取り組みを促進
します。また、地域ごとに策定し
た地区別計画の達成に向けて、市
民と行政との役割分担を図るなか
で、連携する仕組みづくりを進め
ます。

・地区別計画等に位置づけた取り組みや協働による公益的な
まちづくり活動の取り組みを支援し、地域力の向上に努め
た。
・「まちの地域力」推進事業の活用件数
　2018年度_7件、2019年度_6件、2020年度_4件
　2021年度_1件、2022年度_4件、2023年度_4件
　2024年度_4件 C

（２）まちづくりに関わる情報の
共有化
・市政情報の発信に努めるほか、
情報交換の機会拡充や市民と行政
との情報共有を図ります。また、
「地域政策懇談会」の開催や「地
域担当職員制度」による市民と行
政のつながりを深め、市民の市政
参加を促進します。

＜総務部＞
・各種審議会、委員会の開催状況を市民に公開
・委員会、審議会の開催数
　2018年度_44回、2019年度_33回、2020年度_37回
　2021年度_57回、2022年度_25回、2023年度_47回
　2024年度_43回

＜市民部＞
・地域担当職員による地域政策懇談会を実施した。

C

・「まちの地域力」については、本来の目的である「市民が主体的に行う公益的事
業」について、再検討を行う時期が来ている。

改善 C

・意見なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第２節 人権・男女共同参画

評価Ｇ 76 人権尊重に関わる意識高揚・問題への対応
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）男女共同参画社会について
は、「士別市男女共同参画行動計
画」に基づき、女性の社会参画促
進と男女平等の意識づくりをはじ
め、ワーク・ライフ・バランスを
推進するとともに、市の各種委員
会や審議会、地域社会活動の場な
どにおいて、女性の登用の拡大を
図ります。

H30_第３期男女共同参画行動計画策定
R7_第４期男女共同参画行動計画策定予定
男女共同参画週間（6/23~6/29）にパネル展、図書展を実施
市主催事業等で託児サービスを実施

C

計画期間内の行動・意識変容については、７年度に調査予定。
今後は、男女だけではなく多様な性（ジェンダー）を視野に入れた計画、活動に取り
組んでいく必要がある。一方で、大半の人にとって当事者意識が低く、理解を得づら
い課題がある。

現状
維持 C

・全国的にはジェンダーレスの考え方について一部行き過ぎる報道なども見受けられる。士別市
としては適切に対応するべき。
→差別を感じることがないようマイノリティへの配慮はしながら、シスジェンダーの方はもとよ
り誰もが住みやすいと感じる社会づくりが理想。 C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第４節 地域間交流・移住

評価Ｇ 79 国内交流（地域間交流）の促進
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）友好都市である愛知県みよ
し市との交流を機軸に、市民を中
心とした国内他地域との地域間交
流を促進します。

・小学生スポーツ交流事業（野球、サッカー、ミニバス）を
実施。
・士別産業フェアでみよし市の特産品を販売。
・産業フェスタみよしで、ラム串、野菜を販売
・小学生がお互いのまちを訪問し、交流活動を実施。

C
（２）スポーツ団体や文化団体な
どの各種団体が進めてきた国内の
地域間交流活動について、その継
続・発展を図ります。

・小学生スポーツ交流事業（野球、サッカー、ミニバス）を
実施。

B

・人口規模格差が広がるなか、本市からの派遣や受け入れ態勢の確保が難しくなって
きている。R6に副市長同士の対談を行い、今後は人口規模に見合った交流を続けてい
くことを確認。
・R7産業フェアの中止に伴い、みよし市の特産品販売の手法について検討。本市から
の訪問は当面継続する。
・スポーツ交流は、各団体と協議のうえ体制の見直しを図る。

縮小 C

・展開を縮小とした理由は？
→みよし市では人口が増加しているが、士別市は人口が減少している。それに伴い少子化も加速
しており、従来のスポーツ交流が毎年継続できない状況となっている。（隔年や年数をまとめて
の派遣など） C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第４節 地域間交流・移住

評価Ｇ 80 国際交流の促進
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）姉妹都市であるオーストラ
リアのゴールバーン・マルワリー
市との交流については、高校生短
期留学研修事業を継続するほか、
市民による交流活動のさらなる拡
大を図ります。

R6：姉妹都市提携25周年記念で市長以下13名の訪問団が来
市。高校生５名と引率２名が短期留学研修で来市。
R5：高校生５名と引率１名がゴールバーン・マルワリー市に
短期留学研修。
R4：国際交流協会解散。
R2：コロナ禍のため、交換留学を中止、オンライン交流を実
施。
R1：：姉妹都市提携20周年記念で市長以下８名がゴールバー
ン・マルワリー市を訪問。

B

（２）台湾との交流については、
「士別地域日台親善協会」と連携
しながら交流を促進していくほ
か、アジア圏の多国間交流も推進
します。

H30：士別東高校が見学旅行で台湾を訪問。士別市台湾交流
合唱団の20名が台湾を訪問し、「音楽会」に参加。教育長以
下5人がホストタウン事業における交流先等を訪問。
・R1から「北海道訪日教育旅行促進協議会」に参加し、台湾
の高級中学の校長等を招聘したモニターツアーを実施。

B

・ゴールバーン・マルワリー市との交換留学は、翔雲高校の魅力のひとつとなってお
り、相手方の要望も強いことから、現行予算の枠内で継続するが、ホームステイの継
続は今後、難しくなると思われる。また、R11年度には、友好姉妹都市提携30周年事業
として、訪問団の派遣を予定する。
台湾との交流については、日台親善協会の場で協議を行うこととするが、会員に対す
る還元策等についても検討が必要。

現状
維持 B

・新型コロナ以降、高校生の留学事業は毎年の相互交流を再開いただいた。
・商工業の代表も変わったため、市民の交流に関する意向なども確認いただきたい。

B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第４節 地域間交流・移住

評価Ｇ 81 国際理解・国際化の促進
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）様々な国際交流活動の機会
を通して、市民の国際理解を深め
るとともに、グローバル化や国際
化に対応したまちづくりに努めま
す。

・ホストタウン構想に基づく台湾との交流
・ベトナムサッカークラブとのスポーツ交流
・留学生交流事業（北海道国際交流・協力総合センター主
催）の受け入れ
・士別翔雲高校が国際交流局を設置。

C

R5に外国人技能実習生の入国後講習等を運営する大雪山研修センターが開設されるな
ど、市内の外国人人口は増加傾向にある。今後、窓口や広報など複数言語に対応した
環境整備が必要である。
現在、様々な国際交流活動を展開しているが、交流の対象が一部の市民、団体に特化
しているため、幅広な事業展開について検討が必要である。

現状
維持 C

・意見なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第４節 地域間交流・移住

評価Ｇ 83 その他の交流
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）東日本大震災で被災した福
島県川内村との復興支援を通じた
交流活動を継続します。

・R1：介護予防事業「サフォークジム」を川内村で出張開
催。士別産業フェアに村長、議長が参加
・R4：士別小と川内小中学園の５・６年生がオンライン交流
を実施。
・R5：士別産業フェアに副村長等が参加。かわうち祭りに市
長、議長等が参加し、ラム串、野菜等を販売。
・「士別にコラッセ交流学校」をこれまでに11回開催。

B

・「絆づくり」については、充分な成果を得たものと評価する。
・今後、お互いの市・村訪問は周年記念行事とする。
・「士別にコラッセ交流学校」は、ＩＣＴを活用した合同授業とし、引き続き交流を
深めていく。
・産業フェアの中心に伴い、特産品販売については道の駅等の関係者と新たな手法等
の検討を行う。

縮小 B

・チームスやズームなどを活用したＷＥＢ交流も良い部分があることは認める。一方で児童同士
の心と心をつなぐ定期的な訪問・交流があることは望ましく、可能な限りケアしてほしい。

B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第４節 地域間交流・移住

評価Ｇ 84 移住受け入れ態勢の整備
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）官民一体となった受け入れ
窓口の態勢強化を図り、移住希望
者等への相談をはじめ、移住後の
生活に及ぶまでのきめ細かな対応
に努めます。

・移住ナビデスクを設置し、移住希望者等への相談をはじ
め、移住後の生活相談に応じている。
・R5から、市内で就業した方を対象に奨学金の返還支援制度
を新設。5年度4名、6年度7名が制度を利用。 C

移住希望者への情報発信や移住者への相談体制強化を計るべく、士別市移住定住交流
促進協議会Mazaruへの事業委託を検討。
移動や除雪など、冬期間の生活が難しくなった高齢者等が、安心に生活できる住環境
について、季節移住の結果などを参考に再構築を図る。 改善 C

・意見なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第４節 地域間交流・移住

評価Ｇ 85 移住・定住情報の収集および発信
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）空き家・空き地バンクを活
用して、移住に向けた居宅情報の
発信を行います。

・移住ナビデスクに「空き地空き家バンク」を設置し、物件
の情報提供や所有者と利用希望者の連絡調整を実施。運営は
まちづくり士別株式会社会社に委託。
・相談件数_R2_52件、R3_53件、R4_63件、R5_68件
・成約件数_R3_３件、R4_５件、R5_13件

C

（２）短期移住や定住促進に向け
て、ホームページをはじめリーフ
レットの作成、関係団体との連携
のなかで、住んでみたくなる魅力
あるまちとしての情報発信に努め
ます。

・R5に市HP更新に伴い、移住ナビデスクHPを廃止。市のHPで
は、仕様上、特色あるHPを作りづらいため、新たな移住・定
住用HPの作成を検討中。
・北海道の特設サイト、求人広告への掲載、都市圏における
相談会等を通じ、PR活動を実施。
・お試し移住や移住体験ツアー、ふるさとワーキングホリ
デーの実施。
・市内にコワーキングスペースを設置。
・奨学金返還支援制度を道内の大学、専門学校等に周知。

C

（３）地域おこし協力隊制度を活
用した人材の育成や地域資源の価
値を高めるための活用促進を図り
ます。

・R5_隊員相互の連携強化のため、協力隊ネットワークを設
立。産業フェアの際に、隊員の連携による出店、活動のパネ
ル展を実施。活動報告会を実施。
・R6から起業型の隊員募集開始。R6採用１名,R7採用予定１
名
・R6:羊4名,農業2名,地域1名,観光2名,起業1名
・R7:羊4名,農業2名,地域2名,観光1名,起業2名
・R6からお試し協力隊制度開始。年度内利用者７名（農2,羊
3,起業1,地域振興1）うち４名が７年度から隊員採用予定。

C

移住・定住施策については、様々な事業展開を行うなかで、少しずつではあるが成果
が現れている。今後は、士別市移住定住交流促進協議会Mazaruとも連携し、官民連携
を更に強化するなかで、協力隊、交流・関係人口をターゲットとした新たな事業展開
を模索していく必要がある。 推進 B

・先日開催された市の空家対策協議会では、市内に１０９件の空き家があることが示された。こ
うした空家の有効活用と移住定住とで連携した施策を構築いただきたい。

B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第５節 都市計画・交通

評価Ｇ 88 新たな公共交通計画の策定
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）地域公共交通網形成計画の
策定について
・2019年度を初年度とする新たな
公共交通計画を策定し、地域の実
情にあった将来も持続可能な効率
的で利便性の高い運行体系の構築
に努めます。

・令和元年に「士別市公共交通網形成計画」を策定。利用者
ニーズを反映させるとともに、将来に渡り市民の暮らしを支
える公共交通を確保することを目的とする。
・アンケートによる路線バスの満足度_満足・やや満足
_16％、不満・やや不満_27％、わからない_25％ C

R7に公共交通計画を策定予定。
人口減少が進むなか、利用者の確保が急務であり、アンケート調査の結果、27％の方
が運行ルートや時間に不満を感じており、25％の方が「わからない」と回答している
ことから、大胆な見直しが求められるが、課題が多い。

現状
維持 C

・公共交通と連携した自動運転の車両試験などについて、世界のトヨタ自動車と連携できない
か？
→行政として相談が可能な取り組みについては、適宜共有したい。 C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第５節 都市計画・交通

評価Ｇ 89 鉄道の維持
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）ＪＲ宗谷本線の維持
・「宗谷本線活性化推進協議会」
などを中心に、利用の促進や維持
に向けた対応策の検討・実施など
を行います。また、国や北海道、
ＪＲ北海道への要望活動を継続し
て行います。

JR宗谷本線の維持と完全高速化をめざし、「宗谷本線活性化
推進協議会」において、沿線自治体との協議を進める。具体
的取り組みについては、アクションプランに基づく。（花た
び宗谷号の運行、10円特急券等）
みずほ駅存続に向け、独自で利用状況調査を実施しJRへ要
請。

C

・アクションプランに基づき、様々な対策を行っているが、根本的な解決につながっ
ていない。民営化するときから黒字化は不可能とされており、「赤字」であっても宗
谷本線は存続させなければいけないという理論構築が必要である。
利用者の少ない駅については、独自調査を行い利用実態を把握する。

現状
維持 C

・JR北海道が沿線自治体へ赤字負担を求めてきた場合に対応する想定は？
→自治体が負担できる金額ではない。国の責任において鉄路が保持されるべき。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第５節 都市計画・交通

評価Ｇ 90 ＪＲ士別駅舎及び駅前広場の改修
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）老朽化が進む士別駅を改修
します。改修にあたっては、駅前
広場とあわせて公共交通結節点と
して利用者の利便性確保を基本
に、駅舎待合所にてバス待合の共
有など必要な機能の整備、ＪＲの
利用促進、駅前における公有地の
有効活用を図ります。

士別駅改修については、JRとの協議で区分所有が前提条件で
あること等から見送リを決定。
目標の一つであった交通結節点としての機能向上について
は、駅構内へバス停を移設したことにより解決。
駅前広場については、具体的な活用方針が定まらなため、中
長期的な検討とした。
R4に、羊を放牧するスペースとして購入の打診があったが、
金額面、利活用方法で折り合いがつかなかった経過あり。

D

駅前広場の活用について、民間活力による整備を基本としてJR北海道、商工会議所と
継続協議。

現状
維持 D

・意見なし

D

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第５節 都市計画・交通

評価Ｇ 91 路線バスの効率的運行と利便性向上
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）バス輸送の充実と調査研究
・地域とバス会社との連携のもと
に、実情に応じた適切な運行形態
の検討を行い、より効率的で利便
性の高い運行をめざすとともに、
利用者に優しい車両の導入や利用
者の拡大に努めます。

・アンケートによる路線バスの満足度_満足・やや満足
_16％、不満・やや不満_27％、わからない_25％
・人口減少に伴う利用者の落ち込みにより、交通事業者の収
益が悪化しており、独自路線の減便が進んでいる。
・昨今の物価・燃料高騰により、運行経費が増大しており、
本市からの補助金、委託料も増大している。
・現状の定時定路線を維持していくことは、今後、益々困難
になることが予想され、公共交通網の再編が必要である。

D

（２）新たな交通システムの調査
研究
・地域内での輸送の確保につい
て、時代とともに変化する新たな
交通システムの導入に向けて、本
市に与える効果について調査研究
を進めます。

・次世代モビリティ推進会議を設置し、習い事応援タクシー
やわくわく買い物線の運行、バスロケーションシステムの導
入、デマンドタクシーの運行、各種啓発活動など様々な事業
を展開。
・広大な面積の中に市街地が点在する本市の地理的要因など
から、自家用車を上回る利便性を見いだせず、利用増加には
つながっていないのが現状。

C

路線バスにおいては利用実態等を把握し、適切な運行となるよう事業所と協議し、引
き続き路線の統合・減便、運賃の見直しについて実施していく。
また、地域の実情やコスト等も考慮し、路線バスだけではなくタクシーの利用など、
シームレスな交通体系について検討を行う。 改善 D

・意見なし

D

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第６節 防災・消防・救急

評価Ｇ 92 市民の生命と財産を守る体制づくり
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）防災拠点の整備
・本庁舎改築にあたり、市民の安
全・安心を守る災害対策の拠点と
なるコミュニティ庁舎の整備を進
めます。

コミュニティ庁舎のハード面の整備は終了しているが、運用
において、災害時等の運用ができるよう、避難訓練や各防災
機器の点検を実施した。 A

（２）地域防災力の向上
・自主防災組織の結成を促進し、
各組織の体制整備などについて支
援します。また、市民の避難意識
などの高揚を図るため、避難訓練
を定期的に実施するとともに、災
害時の対応を身につける防災訓練
を実施します。

令和6年末において自主防災組織４０件結成を支援するほ
か、令和６年8月に要支援者を対象に個別避難計画に則った
避難訓練を実施した。また、同日に開催した「消防防災フェ
スティバル」において、避難所資器材の展示や防災講話を行
い、広く避難意識の高揚を図った。 C

（３）防災体制や資機材の整備
・様々な災害に対応するため、
「士別市地域防災計画」に基づ
き、防災体制や危機管理体制の確
立に努めるとともに、「士別市災
害時備蓄計画」に基づき、食糧や
日用品などの防災資機材の整備を
進めます。

北海道の地域づくり総合交付金を利用し、消費期限の到来す
る食料品や日用品を備蓄し、期限到達の食料品等はイベント
やフードバンクなどで利用した。また、災害時現場対応に必
要な土のうや除雪機などの整備を実施した。

B

全国の災害事例や教訓を参考に、防災計画の見直しを行うほか、防災訓練の実施や防
災講演会などを通じて、引き続き市民の防災意識の向上を図る必要がある。

現状
維持 B

・市役所庁舎での避難訓練は実施しているか？実施時期や手法などは？
→毎年、シェイクアウト訓練を実施している。机下へ避難後、各フロアごとに避難誘導や役割分
担をしている。
・市民への啓発にもつながるため、庁内での防災訓練もメディアへ掲載依頼しては。 B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第６節 防災・消防・救急

評価Ｇ 93 消防力の強化
作成部署

消防

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）消防団車両を含めた救助資
器材や安全装備品の拡充に向けた
計画的な更新、上水道消火栓の新
設と取り替えを進め、消防力の強
化に努めます。

車両は概ね２５年、資機材や装備品等はガイドライン変更等
に併せて計画的に更新。消火栓の新設や取替（３０年以上）
は計画的に進めており、消防力の維持強化につながってい
る。 C

（２）各種災害への迅速かつ的確
な対応を行うための指令台を整備
します。

本事業は令和２年度に竣工しているが、日々進化する高度な
ＩＣＴ技術を積極的に拡張導入し、合理的かつ適正なシステ
ムの管理に努め、住民の安全安心を確保できるよう継続して
維持している。

C
（３）消防職団員の消防技術向上
のため、各種研修会などへの参加
を推進します。

毎年開催場所や内容等を精査し可能な限り参加し、技術向上
につながっている。 C

（４）女性消防職員の採用によ
り、女性ならではの視点を生かし
て、子どもや高齢者、災害時の要
支援者など住民の多様なニーズに
対応できる柔軟性を備えます。

現在２名採用（Ｒ２年１名・Ｒ４年１名）し、現場や消防検
査などの業務に従事し、女性ならではの言動を生かし活躍し
ており、市民から女性隊員が居ることで安心感があると感謝
の連絡もいただいた。 B

車両や資器材の価格高騰もあり自己整備点検を継続し資器材寿命の延伸に努めるとと
もに更新計画を策定する。また団員確保または団員経験年数に応じた研修内容の検討
選択と女性団員の活動範囲拡大を協議していく。 推進 C

・意見なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第６節 防災・消防・救急

評価Ｇ 94 予防力の強化
作成部署

消防

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）自治会、各事業所が計画す
る消防訓練、防火講習会などにお
いて、住宅用火災警報器の設置促
進など、予防啓発活動の強化に努
めます。

消防訓練として高齢者施設や学校等に職員が出向し消火体験
や防火講話など積極的に実施し防災普及活動を行っていま
す。
また、令和６年度は初の試みとして消防フェステバルを開催
し、市民に対して防火・防災についての普及に努める。

B

例年どおり体験、講話などの実施に加え、「消防防災フェスタ」を開催し幅広い年齢
層に救急・災害対応などの体験が出来たことで多くに住民の災害啓発となった。

推進 B

・意見なし

B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第６節 防災・消防・救急

評価Ｇ 95 救急救命体制の強化
作成部署

消防

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）高規格救急車の更新や救命
士の計画的な採用により、救急体
制の充実を図ります。

車両更新については、10年若しくは10万Ｋｍを目安に総合計
画を策定し計画通り更新しており、救急体制の充実が図られ
ているが、救命士の計画的な採用については辞退などの理由
で計画的な採用が出来ておらず、今後に向けて独自養成など
検討が必要である。

C
（２）各関係機関との連携強化
・「上川北部地域救急業務高度化
推進協議会」が実施する事業に参
加し、救急業務の高度化と救命率
の向上を図ります。

定期的な事案検討発表など積極的に参加し、救急業務の技術
高度化と救命率の向上等につながった。

C
（３）救急講習会などにおいて、
基礎的な救命知識の普及に努めま
す。

事業所等からの依頼による講習会を実施。
消防防災フェスタ等のイベントにて多世代への普及が図られ
た。
救命知識の普及に努めることは出来たが受け身ばかりでなく
消防機関主催も増やし更なる普及に努める。

C

近隣消防組合、医療機関と事案検証や救急搬送に関する協議を継続していく。
専門学校の就職説明会に積極的に参加し救急救命士の確保を目指す。

推進 C

・意見なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施

39



施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第４章_行政・財政 第１節 行政・財政

評価Ｇ 96 行財政運営戦略、人材育成などの取り組み
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）新たな「士別市行財政運営
戦略」と実施計画に基づき、より
効率的で効果的な行財政運営をめ
ざします。

運営戦略・実施計画とあわせて、R4年12月に策定した財政健
全化計画に基づいた行財政運営を行った。それぞれの計画は
着実に進捗しているものの、物価高騰や人件費の影響から、
経常収支比率が高止まりしており、財政の硬直化が進んでい
る。

C
（２） 機能的で機動性に富んだ組
織機構を検討します。

自治体ＤＸ推進体制の強化（R4)や「くらし安全課」の設置
（R5)、健康福祉部の再編と「こども家庭センター」の設置
など、時代の変化に即した機構改革を行い市民サービスの質
の確保と組織力の強化、効率化を図った。
職員数　R3(2021)　316人⇒R7(2025)　305人

C
（３）人材育成
・職員の職務能力の向上を総合
的・計画的に行うため、「士別市
人材育成基本方針」に基づき、研
修や職場の環境づくりに取り組み
ます。また、人事評価の導入は、
人材育成の視点も加味した制度と
なるよう、その仕組みを構築しま
す。

基本方針に定めるめざす職員像に向けて、毎年度の研修計画
と重点テーマに基づき、外部研修、職場内集合研修、OJT、
派遣研修を実施した。R6に基本方針を「人材育成・確保基本
方針」に改定し、人事評価を人材育成の柱の一つと位置づけ
し、その取組を推進している。 C

（４）事務事業の整理統合
・効率的で効果的な行政運営を行
う視点や必要な行政サービスが必
要な時に必要な人に提供できるよ
う、ジャスト・イン・タイムの視
点もあわせて、事務事業をスク
ラップ・アンド・ビルドします。

行政評価（事務事業評価）と、一定のスクラップを念頭に置
いた行政改革の手法として実施した「事業アセスメントサイ
クル」により、毎年テーマをもって抽出した対象事業の見直
しを図ってきた。４年サイクルを２周し、８年経過すること
から、この手法自体の見直しを検討していく必要がある。 C

行財政運営戦略の取組については、新型コロナや物価高騰など社会情勢の急激な変化
に伴い、柔軟かつ緊急的な対応が求められた。加速する人口減少を踏まえたなかで、
将来を見据えた行財政運営基盤を確立する必要があり、行財政改革と財政運営の方針
について、次期総合計画の策定とあわせて見直す必要がある。 推進 C

・意見なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第４章_行政・財政 第１節 行政・財政

評価Ｇ 97 行財政運営戦略に基づく財政運営
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）財政健全化の目標
・中長期的な財政運営の指針とし
て、「士別市行財政運営戦略」を
策定し、計画的な財政運営を行い
ます。地方債の債務償還バランス
についても均衡を図ります。

現計画策定当時と現在の社会経済情勢が大きく異なるなか
で、行財政運営戦略に基づく取り組みに加え、財政健全化実
行計画の取り組みを推進してきた。一定の成果が得られてい
る状況にあるものの、物価高・人件費上昇等の影響が大き
く、持続可能な財政基盤の確立にまでは至っていない。

C

行財政運営戦略や財政健全化実行計画に基づく取り組みを確実に実施したとしても、
依然として厳しい状況を打破するまでには至らないことが想定される。引き続き、公
共施設と事務事業のダウンサイジングを念頭に財政健全化に向けた取り組みを強化し
ていく必要がある。 推進 C

・意見なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第４章_行政・財政 第１節 行政・財政

評価Ｇ 98 財政健全化の取り組み
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）財政マネジメントの強化
・発生主義による財務状況の「見
える化」に取り組みます。
公共施設の再編・遊休財産の有効
活用に取り組みます。

財務資料のみならず、ほぼ全ての関連資料を公開し、見える
化に努めてきた。公共施設については、未利用財産の売却を
推進するとともに、重複施設の解消や老朽施設の廃止に向け
たダウンサイジングの取り組みを強化しており、引き続き市
民理解が得られるよう丁寧な説明に努めていく。

C
（２） 行政サービス改革の推進
・民間活力の導入と広域化に取り
組みます。公営企業や第３セク
ターの経営改革に取り組みます。

これまで、水道料金の改定や下水道事業の法適化、農畜産物
加工株式会社の譲渡など、各種の見直しを進めてきた。今後
も三セクや指定管理施設の経営改善に向けた取り組みを進め
ていく必要がある。

C

行財政運営戦略や財政健全化実行計画に基づく取り組みを確実に実施したとしても、
依然として厳しい状況を打破するまでには至らないことが想定される。引き続き、公
共施設と事務事業のダウンサイジングを念頭に財政健全化に向けた取り組みを強化し
ていく必要がある。 推進 C

・市民で財政状況や起債などの有用性を正しく理解されていない人がいる。一部のメディアや発
行元の情報により誤解を生じている部分あり。市民１人あたりの負担額など、行政からの適切な
情報発信も必要。
→注目されなければ話題づくりにならないため、経済アナリストが記事を面白く記載されたもの
と推察する。一方で士別市も財政状況は良くなく、他自治体のように報道されないよう、正しい
市民理解の促進について検討している。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施

42



施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第４章_行政・財政 第１節 行政・財政

評価Ｇ 99 広域行政の取り組み
作成部署

消防

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）一部事務組合の効率的運営
と消防本部間の連携・協力
・消防事務組合をはじめとする一
部事務組合の効率的な運営を図る
とともに、近隣消防本部との連
携・協力を推進します。

士別地方消防事務組合について士別署、和寒支署、剣淵支
署、幌加内支署などで構成。引き続き、広域連携による取り
組みを推進する。

C

（２） 北・北海道中央圏域定住自
立圏共生ビジョンの推進
・２市９町２村で構成する「北・
北海道中央圏域定住自立圏」に基
づき、さらなる広域連携の取り組
みを推進します。

・「北・北海道中央圏域定住自立圏」（連携自治体_13市町
村、政策連携_10分野）による広域連携
・広域医療圏の第２次救急医療を実施する公的医療機関を支
援するとともに、（一社）上川北部医師会に委託して、初期
救急医療体制の確保と圏域住民への救急医療啓発を行ったほ
か、医療機関や地域保健健診へ医師等を派遣し、医療スタッ
フ不足への補完を行った。
・１市３町で介護認定審査会及び障がい支援区分認定審査会
を共同設置。
・１市３町着地型観光推進協議会や道北観光連盟による観光
誘致の取り組み。

C

複眼型中心市として、名寄市とともに近隣市町村と更なる連携強化を図り、道北・過
疎地域の振興を図っていかなければならないが、想像以上に人口減少が進んでおり、
定住自立圏の役割が問われている。 現状

維持 C

・質問なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施

43



施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第４章_行政・財政 第１節 行政・財政

評価Ｇ 101 電子自治体の推進
作成部署

総務部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （総務文教部会） 総合評価

（１）情報セキュリティ対策の構
築
・大規模災害により重要な住民情
報の喪失や外部への流出を防ぐた
め、情報システムのクラウド化と
サイバー攻撃への情報セキュリ
ティ対策を推進します。

情報システムの更新時等に合わせ、クラウド化を実施するこ
とで、住民情報を取り扱うシステムのすべてをクラウド化す
るとともに、求められる情報セキュリティ対策を随時実行し
た。 C

（２） 行政サービスの電子化促進
・マイナンバー制度や電子証明を
活用した電子申請などの行政サー
ビスの電子化や、ホームページや
ＳＮＳを活用した行政情報の提供
を促進し、ＩＣＴ利活用による市
民の利便性向上に努めます。

電子申請システムや施設予約システムを導入することで、電
子申請に関するプラットフォームを整備した。

B

情報セキュリティ対策は、引き続き求められるものであり、技術の進歩に伴い、随時
更新していくことが必須である。
行政サービスの電子化は、プラットフォームの整備がおおむね完了していることか
ら、今後の運用を軌道に乗せることが急務である。 改善 B

・意見なし

B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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【⺠⽣福祉部会】庁内・部会評価一覧 令和7年5月28日時点

評価グループ名 今後の展開
庁内
評価

専門
部会

1̲市⽴病院⼊院体制の充実と名寄市との連携 推進 C C
2̲在宅医療の充実 推進 B B
3̲地域診療施設の整備・充実 縮⼩ C C
4̲健康づくりを推進するための条例制定 完了･廃⽌ C C
5̲地区保健活動の推進 現状維持 C C
6̲⺟⼦保健の充実 現状維持 C B
7̲成⼈保健の充実 推進 C C
8̲感染症予防の充実 現状維持 B A
9̲⾷習慣改善の推進 現状維持 C C
10̲福祉のまちづくりの充実 現状維持 C C
11̲障がい者⽣活⽀援の拡充 現状維持 B B
12̲⾼齢者の安⼼して暮らせる地域づくり（地域包括ケアシステムの推進） 現状維持 C C
13̲国⺠年⾦制度の啓発 完了･廃⽌ C C
14̲国⺠健康保険制度の推進 改善 D D
15̲⽣活困窮世帯への⽀援 現状維持 C C
16̲保育サービスの充実 推進 C C
17̲⼦育て⽀援体制の充実 推進 B B
18̲幼児の教育環境の充実 現状維持 C C
32̲防犯活動の推進 推進 B B
33̲交通安全対策の推進 推進 B B
34̲消費者意識の⾼揚と消費⽣活相談体制の充実 推進 B B
75̲⼈権尊重に関わる意識⾼揚・問題への対応 現状維持 C C
77̲⾃治会組織の育成・強化 現状維持 C C
78̲コミュニティ活動の活性化 現状維持 C C
82̲地域内交流活動の促進 現状維持 C C
100̲広報・広聴活動の充実 推進 B B

26 A 0 1
B 8 8
C 17 16
D 1 1
E 0 0
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第１節 医療

評価Ｇ 1 市立病院入院体制の充実と名寄市との連携
作成部署

市立病院

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）経営の効率を図るため、
「士別市立病院新経営改革プラ
ン」に基づき、病床機能と病床数
の適切な配置を行うほか、上川北
部のセンター病院である名寄市立
総合病院との連携と機能分化に努
めます。

・士別市立病院新経営改革プランについては、国のガイドラ
インの改編や道の地域医療構想、新興感染症への対応、医師
の働き方改革などを盛り込み、2024年度から5年間を計画期
間とする「士別市立病院経営強化プラン」に改訂した。
・病床機能と病床数においても、将来の入院患者推計や上川
北部圏域の回復期病床の充実に向け、下記のとおり変更し、
全体病床を133床から129床とした（2024/4/1）。
　一般（急性期）病床　55床　⇒　50床（△5床）
　地域包括ケア（回復期）病床　24床　⇒　39床（＋15床）
　療養（慢性期）病床　54床　⇒　40床（△14床）
・医療技術職確保対策事業においては、看護師貸付金は毎年
対象者が存在するが予算措置数に達していない状況。医師貸
付金の利用実績はあり。
・市立病院施設整備事業においては、外壁や内装など目視で
きる範囲での劣化・破損等は都度改修改良を施している。電
気設備や給排水設備は目視が困難で、R5実施の劣化度調査に
より経年劣化で突発的な障害の恐れがあるとの報告があっ
た。
・病院本体大規模改修事業において、劣化度調査では構造体
の著しい劣化は見られなかったが、外壁や屋上防水等には相
応の劣化があり、電気設備や給排水設備は経年劣化で突発的
な障害の恐れがあるとの報告がされた。部分的修繕は困難で
あり、R7に大規模改修もしくは建て替えについての方針を策
定することとした。
・医師住宅統合検討事業においては、R11年度での普通財産
への所管替えをめざし検討を進める。

C

・人口減少に加え、コロナ禍以降の患者動態の変動により、患者数が減少している。
・慢性的な常勤医師と看護師不足であり、効果的な確保対策の模索。
・建物本体の大規模改修もしくは建て替えの方針策定に向け、病院の在るべき姿を市
民に議論いただき、また、長期的な経営視点をしっかりと検証し、方針を策定するこ
とが必要。

推進 C

・方針策定のスケジュールは？
→市民検討委員会からの答申が１０月ごろ。答申に基づく市の方針決定が年度内までと想定。
・計画案には具体的な診療体制等は明記するのか。
→市民検討委員では細かな整理は難しいが、アンケートの結果等をもって答申する。
・居心地の良い病院であってほしい。
・慢性期や急性期における６０日ルールは適用されるのか。
→慢性期療養病棟は６０日ルールはない。回復期の地域包括ケア病床は適用される。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第１節 医療

評価Ｇ 2 在宅医療の充実
作成部署

市立病院

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）市民の要望が高まる在宅医
療については、「士別市立病院新
経営改革プラン」に基づき、訪問
看護や訪問リハビリ体制などの充
実を図ります。

・訪問看護は、訪問看護ステーションあゆみによる他院医師
からの依頼を含めた体制強化を継続
・訪問リハビリは、訪問担当スタッフの配置を拡充し体制強
化し、実施件数も増加傾向。 B

・今後の診療報酬及び介護報酬等、実態に即した適正な評価

推進 B

・意見なし

B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第１節 医療

評価Ｇ 3 地域診療施設の整備・充実
作成部署

健康福祉部

関係部署

朝日支所

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）市立診療所等の医療機器の
更新や施設の整備など、診療体制
の充実を図ります。体制などの充
実を図ります。

あさひクリニックの運営は、令和７年度から上士別医院竹内
院長に依頼し承諾いただいた。竹内院長は、あさひクリニッ
クと上士別医院双方の運営を担うことになるが、上士別医院
は、老朽化が進んでおり、令和10年３月末での閉院も視野に
いれているが、竹内院長や定期通院者、上士別地区との協議
のより閉院時期を検討する。

C

上士別医院の大規模改修は考えていないため、大規模改修が必要になった場合は、閉
院を早めることもある。

縮小 C

・令和１０年以降は施設整備だけでなく、医師の確保も必要となるのでは。
・地域から病院がなくなるのは困る。
・通院を考えると交通手段の確保も重要。　
→上士別地区だけの話ではなく、交通手段や他に必要なものなどの検討が必要。
・施策の課題や方策をこのまま率直に記載して良いのか。
→令和１０年３月末までとは医師と話しているが、地域の実情によって前後する可能性がある。
・医師確保を検討しては。
→上士別医院の建物自体が老朽化により存続が厳しい。
・上士別出張所も老朽化している。 C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施

48



施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第２節 保健・健康づくり

評価Ｇ 4 健康づくりを推進するための条例制定
作成部署

健康福祉部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）市民が生涯にわたり健やか
で心豊かに暮らすことができるよ
う、健康長寿のまちづくりの実現
をめざして、市民や関係機関・団
体などと協議を進め、健康づくり
を推進するための条例を制定しま
す。

平成31（2019）年２月に「士別市健康長寿推進条例」を制
定。
条例に基づき、令和６（2024）年３月に行動計画である第２
期健康長寿推進計画「健康しべつ21」を策定し、市民の健康
の保持増進と健康寿命の延伸を目的とした各種施策を実施し
ている。

C

課題なし

完了･
廃止 C

・意見なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第２節 保健・健康づくり

評価Ｇ 5 地区保健活動の推進
作成部署

健康福祉部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）保健師・管理栄養士が、市
民にとって身近で相談しやすい存
在となるよう、地区担当制を継続
するとともに、保健推進員活動の
あり方などを検討し、個人・世帯
及び地域の健康課題の把握と健康
づくりの支援に努めます。

家庭訪問や健康相談を中心とした保健活動により地域住民と
継続して関わり、個人・世帯への健康づくり支援を行ってい
る。
【個別支援】
　R3年度   2,211件  R4年度  2,170件　R5年度  2,043件
【地区・各種団体への支援】
　R3年度43回498人　R4年度34回355人　
  R5年度25回252人　
保健推進員制度は、担い手不足や個人情報提供の困難性から
H30年度をもって廃止し、以降は地区担当保健師を中心に自
治会等と連携し、健康相談や健康教育を実施している。

C

感染症の影響により一時期保健活動が停滞していたが、令和5年度以降、徐々に地域で
の活動を再開している。地区担当保健師・管理栄養士の地区保健活動により、各種健
（検）診の勧奨や、住民自らが健康課題を把握し健康増進を図ることが可能であるた
め、地区担当制を継続し保健活動を推進する。

現状
維持 C

・意見なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第２節 保健・健康づくり

評価Ｇ 6 母子保健の充実
作成部署

健康福祉部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）母子の健康支援の充実につ
いては、「士別市子ども・子育て
支援事業計画」に基づき、マタニ
ティスクールや新生児訪問、乳幼
児健診、育児相談など切れ目のな
い支援に努めます。

母子手帳交付、マタニティスクール、妊産婦健診・相談、新
生児訪問、産後ケア事業、乳幼児健診・相談を行い、子ども
の健やかな成長・発達を促し、母子の健康の保持・増進を
図っている。
妊娠期から庁内・関係機関が連携し、切れ目なく支援が継続
できている。

C

関係機関が母子保健の課題を共有し、お互いの役割を確認し支援を行うことで、切れ
目なく母子へ関わり、母子の心身の健康増進を図る。

現状
維持 C

・総合評価はCより上でいいのでは？→総合評価Bへ修正
・士別市の出生数は？
→R４:59人　R５：58人　R６：53人　保健師：12人（地区を担当）
・保健師は充実しているのか。
→母子保健活動に対しては保健師は充実している（士別市）
・男性の保健師もいるのか
→士別市にはいないが、他自治体にはいる。

B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第２節 保健・健康づくり

評価Ｇ 7 成人保健の充実
作成部署

健康福祉部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）市民が健康で安心して暮ら
せるよう、「士別市健康長寿推進
計画」に基づき、生活習慣病予防
の充実に努めるほか、各種がん検
診の受診率の向上をめざします。

R6年3月に第2期健康長寿推進計画を策定し、特定健診・がん
検診等の受診を起点とし、保健指導、家庭訪問、健康相談等
保健活動を行い、生活習慣病発症予防・重症化予防の充実を
図った。
【実績】　R3年度2,211件　R4年度2,170件　R5年度2,043件
各種健（検）診の予約しやすい環境づくりのため、R5年度か
らインターネットやコールセンター予約を開始し、6年度か
ら「けんしんガイド」を全戸配布することで、各種健（検）
診の予約方法や健（検）診についての周知を強化し、受診率
の向上を図っている。

C

（２）健康づくり講演会や健康相
談などにより、健康づくりの普及
啓発に努めるとともに、市民
ウォーキングなど健康づくり活動
を推進します。

市主催の健康づくり講演会はR4年度をもって終了とした。
各地区や各種団体への健康教育、各種健（検）診に基づく健
康相談により健康づくりの普及啓発を行った。加えて、健康
増進に関連するポスター掲示や、心身の健康につながる情報
発信をホームページで行った。
【地区・各種団体への健康相談・教育】
　・健康相談　
　　R3年度14回91人　R4年度12回76人　R5年度9回56人
　・健康教育　
　　R3年度29回407人　R4年度22回279人　R5年度16回196人
　　企業からの依頼が増加傾向にある。

C

がん検診の受診率はコロナ禍前には戻ってはいないため、検診に関する情報や、イン
ターネット等予約方法について周知を強化し、受診率向上を図る。
メタボリックシンドローム該当者や予備群が増加していることから、脳血管疾患、虚
血性心疾患、糖尿病性腎症の発症予防・重症化予防を中長期目標とし、継続して保健
指導を実施する。

推進 C

・意見なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第２節 保健・健康づくり

評価Ｇ 8 感染症予防の充実
作成部署

健康福祉部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）感染症予防に関する情報の
普及・啓発とあわせ、より受診し
やすい予防接種の時期や場所を設
定し、感染症予防を推進します。

予防接種法に基づき、定期及び任意予防接種の接種機会を確
保し、個人の健康保持と集団感染や重篤な疾患の予防に寄与
している。新たに定期接種となる予防接種は、接種医療医機
関と協議し、接種体制を構築している。
感染症等の流行状況や予防対策について関係機関及びホーム
ページ・暮らしナビで周知し、感染症の発生予防とまん延防
止に務めている。

B

感染症予防に関する情報の普及・啓発を継続し、新規の予防接種は受診しやすい時期
や場所を設定し、感染症予防を推進します。

現状
維持 B

・実績から考慮して、総合評価はAで良いのでは。→Aとする。

A

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第２節 保健・健康づくり

評価Ｇ 9 食習慣改善の推進
作成部署

健康福祉部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）「士別市食育推進計画」に
基づき、各世代に向けた食育に関
わる情報を発信するとともに、調
理実習や栄養教室などの学習機会
の充実を図ります。生活習慣病の
予防を推進します。

令和6年3月策定の第4次士別市食育推進計画の周知や、計画
に基づき、食育出前講座、高校生向け出前教室、栄養指導等
を実施。他部署が実施する食育関連事業についても市民会議
において、進捗管理・協議を行い学習機会の充実を図ってい
る。
　また、不足しがちな野菜の摂取を目的に「しっかり野菜サ
フォークレシピ」の作成周知を行い、生活習慣病予防を推進
している。

C

（２）食生活改善の地域活動を促
進するため、食生活改善推進員の
育成を図ります。

　市主催の研修会を開催し、食生活改善推進員の育成を図っ
ている。
　令和6年度、食生活改善推進員養成講座の実施案内を行っ
たが、申し込みがなく中止となった。

C

　食生活改善推進員の高齢化により、活動の縮小が見込まれることから食生活改善推
進協議会と検討していく

現状
維持 C

・食生活改善推進に関する会議の回数が少ない。また、年度の早い時期に開催を希望する。　

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第３節 福祉・介護・社会保障

評価Ｇ 10 福祉のまちづくりの充実
作成部署

健康福祉部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）福祉のまちづくりに向け
て、「士別市地域福祉計画」に基
づき、地域福祉活動への理解と参
加の促進、権利擁護事業の推進な
どの取り組みを進め、地域福祉の
充実に努めます。

令和７年３月に「第５期士別市地域福祉計画」を策定し、こ
れまでの取り組みに加え、「ケアラー・ヤングケアラーを支
援するための取り組み」、「孤独・孤立対策の推進」、「困
難な問題を抱える女性への推進」を取り組むべき事項として
新たに追加し、各分野横断的に関係する者に対応できる体制
の強化に努める。

C

（２）いきいき健康センターで
は、市民が主体的に取り組む「市
民サロン」が展開されており、今
後、より多くのサロンが展開でき
るよう支援するとともに、すべて
の市民が集える施設となるよう、
その運営に努めます。

現在、４つの団体が市民サロンとして活動をしており、関心
のある市民がそれぞれのサロンに参加をしている。今後も新
たな市民サロンが立ち上がり、活動を継続していけるよう支
援をしていく。また、幅広い世代の方が安全に利用できるよ
う、施設の運営を進める。 C

社会的孤立や8050問題、ダブルケアなど地域福祉における課題は多様化・複雑化して
おり、これらの課題解決に向けて健康福祉部内に支援会議（仮称）を設置し属性を問
わない包括的な相談支援体制を構築する。 現状

維持 C

・健康センターのサロン事業の施策評価はBとならないのか。
→事業を進めているが現状維持で遂行しているため、B以上とすることは難しい。
・市内でも孤独、孤立が多くなっているのでは。
→今年度は実態調査による把握を行う。また、体制づくりを年度の目標とする。
・上士別町でも孤立している実態がある。
→市街地でも孤独死等を発見できない実態あり。何らかの手法で実態把握する必要あり。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第３節 福祉・介護・社会保障

評価Ｇ 11 障がい者生活支援の拡充
作成部署

健康福祉部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）障がい者の生活支援の拡充
については、「士別市障がい者福
祉基本計画」、「士別市障がい者
福祉実行計画」に基づき、障がい
者が地域で安心して生活が送れる
よう、相談・支援体制をはじめ、
障がい福祉サービスの充実、障が
い者の社会参加などを図ります。

令和６年３月に法に基づく障害者計画と障害福祉計画、障害
児福祉計画を一体化した「第１期しべつし障がい福祉プラ
ン」を策定し、「障がい者施設等従事者緊急確保事業」の創
設や「士別市みんなでささえる手話言語条例」の制定等、障
がい福祉施策の充実に取り組んでいる。 B

将来にわたって安定的に障がい福祉サービス等を提供するため、福祉人材の確保・定
着が求められており、貸付や助成等の支援制度の充実を図る。

現状
維持 B

・意見なし

B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第３節 福祉・介護・社会保障

評価Ｇ 12 高齢者の安心して暮らせる地域づくり（地域包括ケアシステムの推進）
作成部署

健康福祉部

関係部署

朝日支所

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）高齢者が、住み慣れた地域
で安心して生活できるよう、「士
別市高齢者保健福祉計画・介護保
険事業計画」に基づき、高齢者の
健康と介護予防の推進をはじめ、
在宅介護サービスの充実、施設
サービスの向上、認知症ケア体制
の充実などを図ります。

令和６年３月に「第９期士別市高齢者保健福祉計画・介護保
険事業計画」を策定し、介護従者確保のため、既存事業の拡
大と　「介護従事者確保緊急支援事業」を新設した他、ＩＣ
Ｔを活用した医療と介護のネットワーク化を図り、省力化と
サービス向上に努めているが、少子高齢化のなか、現状の
ニーズになんとか対応している。

C

　介護従事者確保の課題や安定的な介護保険事業を運営するためには、報酬等の介護
保険制度の見直が必要であるため、国に要望するとともに、北海道などの関係機関と
連携するなかで、市の事業を展開し、少子高齢化、生産年齢人口の減少などの対応を
検討する必要がある。

現状
維持 C

・士別市は介護従者者対策等に注力している。
→年に２回ほど事業者と意見交換している。個人向け、事業者向けに補助金を組み立ている。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第３節 福祉・介護・社会保障

評価Ｇ 13 国民年金制度の啓発
作成部署

市民部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）国民年金制度の相談などに
対しては、広報紙やパンフレット
を活用し、制度の理解と信頼を得
るため啓発活動の充実に努めま
す。

〇広報紙を活用し国民年金制度の周知を行った。
〇窓口での相談や申請については、パンフレットを活用し丁
寧な説明を行った。 C

国民年金業務の啓発の観点による課題はないものの、法定受託事務であり、次期総合
計画に位置づけるかどうかの判断が必要。

完了･
廃止 C

・意見なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第３節 福祉・介護・社会保障

評価Ｇ 14 国民健康保険制度の推進
作成部署

市民部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）国民健康保険制度の推進に
向けては、「士別市保健事業実施
計画」に基づき、早期受診や生活
習慣病などの予防など健康増進に
努め、医療費の適正化を図りま
す。

〇特定健診及び特定保健指導を実施し、生活習慣病の発症及
び重症化予防に取り組んだ。
〇健診結果や医療費情報から健康課題を把握し、効果的な保
健事業の実施に取り組んだ。
〇特定健診受診率　令和5年度
　　実績　51.7%　　　　　　目標　60.0%
〇特定保健指導受診率　令和5年度
　　実績　77.5%　 　　　　目標　65.0%

D

平成30年度から国保の都道府県単位化が施行され、令和12年度には全道統一保険料率
の導入と、その他事務の標準化により、国保制度としての市の裁量はほぼなくなる。
引き続き、医療費適正化のため、特定健診・特定保健指導を実施していくが、次期計
画では「第2節　保健・健康づくり　4.成人保健の充実」に組み込んだ位置づけとする
ことを検討すべきと考える。

改善 D

・意見なし

D

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第３節 福祉・介護・社会保障

評価Ｇ 15 生活困窮世帯への支援
作成部署

健康福祉部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）民生委員・児童委員をはじ
め、関係機関との連携のもと相談
支援体制の充実を図るとともに、
生活困窮者自立支援制度及び生活
保護制度の活用による適切な支援
に努めます。

生活保護の担当職員（ケースワーカー）と生活困窮相談員が
連携し、生活の困りごとに応じた相談や支援等を行ってい
る。

C

これまでの支援に加え、生活困窮者が複合化する課題を有する場合の各分野の相談員
等と連携した横断的な支援が求められており、健康福祉部内に支援会議（仮称）を設
置し属性を問わない包括的な相談支援体制を構築する。あわせて、士別市社協が実施
するフードパントリー事業のさらなる充実をめざす。

現状
維持 C

・生活困窮世帯に対する課題はないか？
→上記のとおり、課題方策を記載。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第４節 子ども・子育て支援

評価Ｇ 16 保育サービスの充実
作成部署

健康福祉部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）保育サービスについては、
「士別市子ども・子育て支援事業
計画」に基づき、就学前児童の健
全育成と多様化する保育要望に対
応するなど充実を図ります。
地域における保育環境の向上を図
るため、認可外保育所等の運営に
対する支援を継続するとともに、
保育士確保に向けた対策を進めま
す。

「こども・子育て支援事業計画」に基づき保育体制や保育環
境の充実に努めた。また令和７年度からの第３期計画策定を
行った。認可外保育園の「こぶたの家保育園」及び地域保育
所の温根別保育園と多寄保育園が閉園したため、市内の保育
定員が減少した。保育士等確保対策就労支援事業は１件にと
どまっているため制度を拡大予定。 C

人口減少・少子化のなか、今後を見据えた市内の保育サービスや幼児教育体制の見直
しが必要となってくる。

推進 C

・保育士等確保対策就労支援事業とは？
→就労した方へ１～３年目に補助金を支給する制度。転入後、１か月以内に本市へ住民票をおく
という条件が厳しかった。今後は条件を見直す予定。
・課題は「幼児教育体制」のみ？保育サービスは？　
→上記のとおり保育サービスを追記。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第４節 子ども・子育て支援

評価Ｇ 17 子育て支援体制の充実
作成部署

健康福祉部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）地域における子育て家庭へ
の支援として、「士別市子ども・
子育て支援事業計画」に基づき、
子育て支援拠点の充実をはじめ、
障がいのある子どもへの支援拡
充、放課後児童の健全育成、子育
て支援団体などの活動促進、ひと
り親家庭への支援充実を図りま
す。

「子育て支援センター」「学童保育」「児童発達支援」や
「放課後デイサービス」などの施設環境整備に加え、子育て
サポートむっくりの活動促進、ひとり親に対して交通費助成
や入学資金の支給など支援の充実に努めた。
また、令和６年度に「こども家庭センター」を設置した B

（２）子育て家庭への経済的負担
の軽減については、医療費の助成
の継続や対象範囲の拡大を進める
とともに、保育所や幼稚園等の保
育料の軽減やハッピーマタニティ
事業の継続などを含め、出生率向
上に向けた多子世帯への支援充実
に努めます。

児童手当などの国の政策のほか、中学生までの医療費無償化
やハッピーマタニティ事業の継続に加え、学童保育や放課後
等デイサービスなどの児童福祉施設の無償化、市指定の衛生
ゴミ袋の配布などに取り組んだ。
多子世帯応援金事業、子育てポイント事業は事業効果を検証
し廃止した。

C

（３）子どもの権利の推進につい
ては、「士別市子どもの権利に関
する行動計画」に基づき、理念の
普及・啓発を図ります。

こどもの権利救済委員が、学校や子どもが参加するイベント
に出向き、直接子どもの権利について啓発をおこなうととも
に、長期休業前には小中学生に対して「救済委員会だより」
の発行し、広く啓発に努めた。

B

課題なし

推進 B

・子どもの権利救済委員は市職員から選出か？
→第３者委員会という位置づけであり、弁護士、民生委員、元教育委員の３名。
・市内で人材が少なく、各施設で有資格者の取り合いが起きている。
・国家資格ではないが、子育て支援員の積極的な活用を検討してはどうか。 B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第５節 教育

評価Ｇ 18 幼児の教育環境の充実
作成部署

健康福祉部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）認定こども園や幼稚園、認
可外保育園に対して、管理運営費
の助成や基盤整備に対する助言等
を行い、教育環境の充実を図りま
す。

幼稚園に入園し、のぞみ園に通園している児童がいる場合は
私立幼稚園等療育支援加算の助成を行った。毎年度開催して
いる幼稚園長会議において、意見交換や要望等を確認してい
る。
士別幼児教育振興会から「給食実現のための嘆願書」が出さ
れたが、施設改修などの財政負担が大きく実施は困難。　　

C

（２）すくすく子育て支援事業に
より、幼稚園教諭や保育士等の資
質向上を図るため、研修機会の確
保、奨励に努めます。

すくすく子育て研修会はコロナ禍を機に開催を見送っている
が、幼稚園教諭等が自主的に参加する研修旅費及び幼稚園等
が行う体験教室の外部講師費用の助成を行った。 C

私立幼稚園を利用する保護者からは教育時間（午前）を超えて午後の預かり保育の希
望が増えているため、保育園と同程度のサービスを求める声がある。
サービスに対応する私立幼稚園の施設整備は、コストなどの課題もあり困難となって
いる。

現状
維持 C

・給食センターで調理した給食について、市内の幼稚園や保育園への提供に向けた検討ができな
いか。
→給食センターに新たな調理ラインを整備することは困難。保育所からの搬入も保健所の許可が
おりない。施策の課題、方策は上記のとおり追記。
・全国的に有資格者の取り合いになっている。子育て支援員という資格も活用いただきたい。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第７節 防犯・交通安全・消費生活

評価Ｇ 32 防犯活動の推進
作成部署

市民部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）警察や防犯協会等と連携
し、「地域の目と声をください運
動」を基本に、地域防犯活動の実
践のもと、防犯教室の開催や啓発
活動による地域住民の防犯意識の
高揚と防犯体制の強化に努めま
す。また、「士別市暴力団排除条
例」に基づき、安心な生活の確保
と地域経済の発展、青少年の健全
な育成を図ります。

警察や防犯協会等と連携し、「地域の目と声をください運
動」の活性化に取り組むとともに、各種運動期間にあわせた
啓発活動を実施した。

B

引き続き、関係機関と連携した取り組みを推進する。

推進 B

・意見なし

B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施

64



施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第７節 防犯・交通安全・消費生活

評価Ｇ 33 交通安全対策の推進
作成部署

市民部

関係部署

建設環境部

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）警察や交通安全運動推進委
員会等と連携し、交通安全教室の
開催や啓発活動を通して交通安全
意識の高揚を図るとともに、交通
安全情報の発信に努めます。

９期90日の期別・特別運動を展開し、警察や関係団体との連
携のもと啓発活動を実施し、交通安全意識の高揚を図ったほ
か、交通安全情報を発信した。 B

（２）交通事故発生の危険性のあ
る箇所や道路施設の点検のもと、
交通安全施設整備を進めます。

くらし安全課
死亡交通事故の発生現場にて、士別警察署が実施した現場診
断において、関係機関とともに市の道路管理部署と交通安全
担当部署の職員が参加し、危険性などの確認をした。

B

引き続き、関係機関と連携した取り組みを推進する。

推進 B

・R5年に除雪車の事故が発生した。運転中の注意に加えて住民マナーの徹底が必要。車道に雪を
堆雪しない、車両に近づかないなど啓発するべき。
・グリーンベルトでは、車線が１つ少なくなるほど近隣住宅からの雪出しが目立つ。
・市民一人ひとりのマナー遵守が必要と考える。 B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第１章_健やかで豊かな心育むまちづくり 第７節 防犯・交通安全・消費生活

評価Ｇ 34 消費者意識の高揚と消費生活相談体制の充実
作成部署

市民部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）消費者協会と連携し、講演
会・講座の開催や啓発活動を通し
て、消費者意識の高揚を図りま
す。

消費者協会と連携し、出前講座や啓発活動の実施、消費生活
見守りサポーター養成講座の開設のほか、学校での消費者教
育授業の実施などにより、消費者意識の高揚を図った。 A

（２）消費者の苦情処理や相談体
制の充実に努めるとともに、幅広
い消費生活関連情報の発信によ
り、消費者被害の未然防止を図り
ます。

１市３町の広域での消費者相談に対応するとともに、対応事
例等を消費者被害防止ネットワークや新聞への掲載を通じて
発信した。
相談件数　R３ 300件、R４ 331件、R５ 217件(R６ 223件) B

引き続き、関係機関と連携した取り組みを推進する。

推進 B

・市の消費生活相談員は国家資格を有しているのか。
→市で任用している相談員２名は、国民生活センターの消費生活相談員の資格を取得されてい
る。 B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第２節 人権・男女共同参画

評価Ｇ 75 人権尊重に関わる意識高揚・問題への対応
作成部署

市民部

関係部署

健康福祉部

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）人権尊重の啓発
・人権問題への理解や認識を深め
るための啓発活動や情報提供に努
めます。

＜市民部＞
・人権擁護委員による学校や老人クラブ等での人権教室やイ
ベント時での啓発活動を実施した。 C

（２）ＤＶ等の被害者に対する相
談・支援体制の充実
・ＤＶやストーカー、子どもや高
齢者への虐待、家庭内暴力やいじ
めなど、相談支援体制の充実を図
ります。

＜健康福祉部＞
・DV等暴力被害者支援連絡会議を設置し、被害者への総合的
な支援をはじめ、ホームページやFacebook等のほか、医療機
関等の窓口にポケットティッシュを設置し周知に努めた。
・コア会議や要保護児童対策協議会を設置し、虐待予防の普
及啓発や発生時の対応など、警察や児童相談所等の関係機関
と連携し防止に努めた。また、ホームページや「介護保険ガ
イドブック」、「子育てガイドブック」等で相談窓口等を周
知した。

B

（３）わかりやすい相談窓口の設
置
・市民にわかりやすい相談窓口の
設置や周知を図ります。

＜市民部＞
・広報紙やHP等で、人権擁護委員の紹介や特設人権心配ごと
相談所開設について周知した。

＜健康福祉部＞
・市庁舎への福祉まるごと相談窓口の設置をはじめ、ホーム
ページや広報紙のほか、「くらしに役立つ相談窓口いろい
ろ」、「介護保険ガイドブック」、「障がい者福祉の手引
き」、「子育てガイドブック」等で福祉関係の相談窓口等を
周知した。

C

課題なし

現状
維持 C

・人権擁護委員は市からの委嘱ではないのか。
→市議会で承認し、法務大臣から委嘱を受けている。（市街地、多寄、朝日、上士別）

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第３節 コミュニティ

評価Ｇ 77 自治会組織の育成・強化
作成部署

市民部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）自治会活動に対する支援や
自治会館の長寿命化・バリアフ
リー化に対する支援を行うととも
に、未加入者の加入促進や地域の
実情に合った単位自治会の再構成
を進め、自治会の効率的運営と組
織強化を図ります。

自治会活動および自治会館改修に対しての補助により支援し
たほか、自治会連合会や各地区自治会連絡協議会と連携し、
自治会再編支援により、自治会組織の育成・強化に努めた。

C

各自治会において加入率の減少や役員の高齢化

現状
維持 C

・上士別の自治会費1,200円と市街地の自治会費は800円で差がある。自治会を抜けたいという世
帯もある。
→自治会費については、自治会によって金額や徴収の仕方が違う。
市として自治会の加入については抜けても良い悪いを言える立場にない。
加入率は７割を切った現状である。
自治会に入らないと広報紙が届かないという苦情もある。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第３節 コミュニティ

評価Ｇ 78 コミュニティ活動の活性化
作成部署

市民部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）気軽に参加できる事業や学
習機会を通じて、市民の地域にお
ける連帯感を強めるとともに、コ
ミュニティ意識の高揚を図りま
す。

自治会連合会や各地区自治会連絡協議会の事務局として、自
治連の人材育成事業や自治会研修会の開催支援により、コ
ミュニティー活動の活性化に努めた。 C

（２）地域活動の中心的役割を担
うリーダーの養成に努めるととも
に、地域行事や花いっぱい運動な
ど、地域住民が参加しやすい活動
の推進を図ります。

自治会連合会と連携した花いっぱい運動の実施など、参加し
やすい活動を推進した。

C

課題なし

現状
維持 C

・意見なし

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第４節 地域間交流・移住

評価Ｇ 82 地域内交流活動の促進
作成部署

市民部

関係部署

総務部

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）市民の相互理解や連携強化
につながる交流活動の促進を図る
とともに、交流の場の拡充に努め
ます。

各地域において出張所・支所を拠点として地域内交流（行事
の推進等）に努めた。

C

課題なし

現状
維持 C

・地域内交流活動には公民館活動も含むか？
→公民館活動を含んでいる。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第４章_行政・財政 第１節 行政・財政

評価Ｇ 100 広報・広聴活動の充実
作成部署

市民部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （民生福祉部会） 総合評価

（１）行政情報等の提供と広聴活
動
・従来の広報紙による情報提供を
はじめ、ホームページやフェイス
ブックページなどを通じた適時性
のある行政情報を発信するととも
に、新たな情報提供手段やツール
導入を検討し、情報格差の解消や
広域的な情報提供を図ります。ま
た、市民本位の市政運営を進める
ため、市長への手紙や市民の声Ｂ
ＯＸなどの充実を図り、幅広い年
齢層からの広聴活動を行います。

　ホームページについては、R５年２月にリニューアルし、
スマートフォンなどにも対応できる仕様にするなどより見や
すく利用しやすくした。
　そのほか、毎月の広報紙発行、生活情報アプリ しべつ暮
らしナビやフェイスブックなどのSNSを活用したタイムリー
な情報発信に努めた。
　また、まちづくりふれあいトークについて、メニューの見
直しを図りながら、学習機会の拡大と行政情報の共有化を推
進したほか、市長への手紙・メールによる広聴活動を実施し
た。

B

新たな情報提供手段やツール導入の検討を継続する。

推進 B

・市内で様々な情報が発信されているのに、雪まつりとスキー学校の日程が重複していることが
あった。

B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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【経済建設部会】庁内・部会評価一覧 令和7年5月19日時点

評価グループ名 今後の展開
庁内
評価

専門
部会

35̲農業の振興 推進 C C
36̲林業の振興 推進 C C
37̲賑わいのある魅⼒的な商業空間の形成 改善 C C
38̲経営体質・基盤の強化による経営の安定化 現状維持 C C
39̲新分野参⼊への促進 改善 C C
40̲ラブ⼠別・バイ⼠別運動の推進 改善 C C
41̲地場産業の育成 改善 C C
42̲起業化の促進 改善 C C
43̲地域資源を活⽤した観光の推進 推進 C C
44̲情報発信の強化と観光案内の確⽴ 推進 C C
45̲観光推進体制組織の強化 推進 C C
50̲雇⽤の安定と拡充 現状維持 C C
51̲労働環境及び勤労者福祉の充実 現状維持 C C
52̲職業能⼒開発向上の促進 現状維持 C C
53̲⾼齢者労働能⼒の活⽤ 現状維持 C C
54̲ごみの排出抑制の推進 現状維持 A A
55̲リサイクルの推進 現状維持 A A
56̲ごみ処理体制の充実 現状維持 A A
57̲環境保全への取り組みの強化 現状維持 C C
58̲環境美化運動の推進 推進 C C
62̲し尿処理事業の推進 推進 C C
63̲⽣活環境の向上 現状維持 C C
64̲災害に強い河川の整備 現状維持 C C
65̲公営住宅等ストック総合改善事業の推進 現状維持 B B
66̲空き家発⽣の抑制と空き家活⽤の推進 現状維持 B B
68̲⽔道事業の推進 推進 C C
69̲下⽔道事業の推進 推進 C C
70̲道路網の整備 現状維持 C C
71̲⽣活道路の安全性の向上 現状維持 C C
72̲冬期間の快適な道路環境の実現 現状維持 C C
86̲利便性の向上 推進 C C
87̲適正な⼟地利⽤の向上 現状維持 C C

32 A 3 3
B 2 2
C 27 27
D 0 0
E 0 0
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第１節 農業・林業

評価Ｇ 35 農業の振興
作成部署

経済部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）農業の振興に
ついては、「士別市
農業・農村活性化計
画」に基づき、安
全・安心で収益性の
高い魅力あふれる農
業の確立をはじめ、
豊かな生産基盤の確
立、担い手の確保と
安定的な経営体の育
成、自然環境と調和
した農業・農村の機
能増進、活力ある農
村の構築に努めま
す。
農業経営の体質強化
を図るため、経営の
組織化やＩＣＴの導
入をするとともに、
６次産業化や複合経
営による収益の多様
性など、「士別市ま
ち・ひと・しごと創
生総合戦略」に基づ
き、農業未来都市の
推進を図ります。

　人づくり・農村づくり・土づくり・収量アップを４本の柱に据えて、各種施策を実
施した。
　人づくりでは、農業の担い手育成等を図るため、農業・農村担い手支援規則に基づ
く支援を実施したほか、新規参入者確保のため、就農相談会への参加や道内大学等へ
のＰＲ活動を実施、地区受入体制構築のため農業者やＪＡ、普及センター、農業委員
会等の関係機関と連携して、就農研修者の受入体制の整備を進めた。
　農村づくりでは、国の制度を活用した各地区の多面的機能の維持に関連する共同取
り組みを推進した。
　土づくり・収量アップでは、寒冷地の基幹作物で輪作体系に欠かすことのできない
甜菜の生産振興や種子馬鈴薯の生産支援、道営中士別地区土地改良事業や公社営畜産
担い手育成総合整備事業による基盤整備を基本に、農作業の効率化や管理作業の省力
化などを進めるとともに関係団体と連携のもと円滑な事業の推進に努めてきた。
また、有害鳥獣による食害防止、中山間地域等直接支払交付金を活用した、安全で良
質な農産物の安定的な生産や収量・品質の向上を目指し、暗渠排水管敷設事業や堆肥
の施用など総合的に推進した。

・新規就農者の推移　
  R4（2022）：7人、R5（2023）：10人、R6（2024）：10人
・就農研修者（地域おこし協力隊を含む）の推移
　R4（2022）：7人、R5（2023）：2人、R6（2024）：2人
・甜菜作付け面積の推移
  R4（2022）：134戸625.5ha、R5（2023）：120戸538.3ha、
  R6（2024）：107戸545.6ha
・種子馬鈴薯採取圃実績
　R4（2022）： 3戸10ha、R5（2023）：3戸8.3ha、
  R6（2024）：3戸8.4ha
・GPSガイダンス活用面積
　R4（2022）：6,469ha、R5（2023）：7,156ha、
  R6（2024）：7,196ha
・道営中士別地区の進捗状況（施工面積の実績）
　R4（2022）：101.2ha、R5（2023）：  66.5ha、
  R6（2024）：34.1ha
・公社営事業の活用面積（草地整備・造成）
　R4（2022）：44.05ha、R5（2023）：34.56ha、
  R6（2024）：36.19ha
・有害鳥獣による食害防止
　R4（2022）捕獲頭数：エゾシカ1,234頭、ヒグマ30頭、アライグマ280頭
　R5（2023）捕獲頭数：エゾシカ1,266頭、ヒグマ44頭、アライグマ326頭
　R6（2024）捕獲頭数：エゾシカ1,138頭、ヒグマ34頭、アライグマ345頭
・中山間直接支払交付金による暗渠排水整備
　R4（2022）：35,236ｍ、R5（2023）：33,251ｍ、
　R6（2024）：39,495ｍ

C

高齢化等による農家人口の減少により、経営面積が拡大する一方で、農村環境やコミュニティの
維持、農業生産に必要な担い手や労働力の不足が懸念される。引き続き、農業者やＪＡ、普及セ
ンター、農業委員会等の関係機関と連携して、農業の担い手育成等の取り組みを実施する。
生産基盤の整備については、農作業の効率化や近年の異常気象等に対応するため、引き続き国や
道、土地改良区等と連携した土地改良事業を進めるとともに、中山間地域等直接支払交付金等を
活用し、農村集落が持つ多面的機能の保全を図る。
また、甜菜・馬鈴薯は寒冷地域での輪作体系上、欠くことのできない重要な作物であり、引き続
き、生産振興を図る。
有害鳥獣による食害防止については、引き続き、各関係機関と連携し防止対策を実施する。

推進 C

・甜菜の作付面積を国は減らしたいが市は維持したい。時間と手間がかかる作物で、作付人口が減少してい
る現実。米不足の背景から、米の作付けを増やしたい人が増加。甜菜の作付増に向けてより恩恵がないと厳
しいと推察する。
→令和6年度から市補助金で反当5,000円を上乗せ。手間のかかる作物だが、機械化もされて省力化が図られ
ている。また、国の数量払の交付単価は減少しているが、令和8年に単価の見直しが予定されており、物価
高騰により単価は上がる見込み。一方、近年では国の交付金の助成体系の見直しが図られており、作物ごと
の直接支払いになるとの話も上がっている。行政としても今後どのように甜菜振興を図るか、関係機関と協
議しながら進めていきたい。

・有害鳥獣に対する食害防止について。R6年度は人里に降りてきたヒグマが多い印象だった。猟友会のハン
ター数は十分か。
→ヒグマ駆除のハンターは若干増えている。令和5年度から狩猟免許の取得に係る講習会や助成制度につい
て、広報などで情報発信に努めてきた。R5年度1人取得、R6年度2人取得、現在の問合せが3件ある。引き続
き助成制度等を周知するとともに、担い手の確保に努めていきたい。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第１節 農業・林業

評価Ｇ 36 林業の振興
作成部署

経済部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）林業の振興については、
「士別市森林整備計画」に基づ
き、私有林の整備と雇用の促進を
はじめ、高性能林業機械、木材加
工機械設備導入の促進と地域材の
活用、市有林の整備の促進を図り
ます。

①森林整備促進事業
　（森林環境譲与税を活用した私有林の整備等の事業）
　Ｒ４　間伐　104.17ha　　林業機械導入助成　4件
　　　　下刈　114.27ha　　　　
　Ｒ５　間伐 　70.11ha　　林業機械導入助成　4件
　　　　下刈　114.59ha　　　　
　Ｒ６　間伐　66.93ha　　林業機械導入助成　3件
　　　　下刈　109.48ha
②豊かな森づくり推進事業
　（私有林の植林経費の負担を軽減する事業）
　Ｒ４　植林　41.60ha
　Ｒ５　植林　32.45ha
　Ｒ６　植林　33.04ha
③森林整備担い手対策推進補助事業
　（森林作業員への奨励金支給に係る事業）
　Ｒ４　森林作業員　23人　　延年間就労日数　5,750日
　Ｒ５　森林作業員　26人　　延年間就労日数　6,500日
　Ｒ６　森林作業員　28人　　延年間就労日数　6,700日
④森林環境保全整備事業（市有林の整備に係る事業）
　Ｒ４　植林　17.96ha　　下刈　33.36ha
　Ｒ５　植林　15.82ha　　下刈　23.13ha
　Ｒ６　植林　10.85ha　　下刈　23.13ha

C

国から譲与される森林環境譲与税を活用し、私有林の整備やその促進につながる取り
組みを実施する。また、市有林については、国や道の補助事業等を活用し、森林整備
を実施する。 推進 C

・R6年度の事業費は？
→決算前なので未確定だが、約35,459千円。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第２節 商業・工業

評価Ｇ 37 賑わいのある魅力的な商業空間の形成
作成部署

経済部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）アドバイザー事業や空き店
舗活用事業などの支援により、豊
富な商品知識や機動性の高いサー
ビスを有する小売店をめざすな
ど、特色と魅力ある店づくりを促
進します。

中小企業振興条例による助成を実施。
実績[空き店舗活用事業]
令和４年度　賃借１件(小売)
令和５年度　賃借１件(飲食)
令和６年度　賃借１件(飲食)
※アドバイザー事業(コンサルタントに環境改善や商業活動
の活性化を図るためのアドバイスを受けた場合、コンサル料
の30/100以内で助成[限度額50万円])は、令和元年度をもっ
て廃止。

C

（２）中心市街地の賑わい創出を
目的とした街なか交流プラザの整
備を行い、消費者の利便性向上や
利用する人たちの交流を図るとと
もに、集客力の高い商店街づくり
を推進します。

令和３年５月１日に「まちなか交流プラザ」がオープンし
た。「まちなか交流プラザ」は、『道の駅　羊のまち　侍・
しべつ』として、北海道で129番目の登録認定を受け、定期
的なイベント開催に商店街連携などをし、中心市街地の活性
化に関わる取り組みを実施した。

B

（３）公共施設や商店などの各種
機能を中心市街地に集積する「利
便性の高いまちづくり」につい
て、関係機関などとの連携をもと
に、本市に見合った手法を調査研
究します。

令和４年度に地域経済循環分析を実施し、本市の産業構造を
把握するとともに、令和５年度には５つのテーマにもとづい
て経済波及効果シミュレーションを実施。
今後の施策展開の参考資料として活用する。 C

(1)中小企業振興条例における各種施策の効果検証を行い、より効果的でニーズにあっ
た支援策を検討していく。また、限られた財源を有効に活用する視点を持ちながら、
幅広な支援からターゲットを絞った支援策への見直しを進めていく。

(2)まちづくり士別(株)への負担金については、今後も協議を継続する。

(3) 令和４年度、地域経済循環分析を実施し産業別の関連性を可視化する基礎資料を
作成。
令和５年度、「地域経済循環市民会議」を開催し、市内経済の好循環に向けた市内消
費に対する市民意識醸成・行動変容に関する意見書が提出された。市では、令和５年
度の分析結果を基礎とし、具体的な市内経済の活性化・好循環に向けた５つの戦略
テーマ(農業、合宿、道の駅、新築助成、地域通貨)を設けた。
※「地域通貨」については、多額な導入コストやシステム維持コスト、また、運営体
制の整備、加盟店加入促進策、通貨流通に関する各種助成など様々な行政負担が想定
されること、また、原油価格・物価高騰等、市民生活を圧迫している情勢を鑑み、現
状、市民の市内消費に対する意識を大きく変えることや地域内乗数効果を十分に発揮
することは難しいと判断し導入を凍結した。
今後、本市の特産品や農畜産物など地場産品の地産地消の推進、道の駅を拠点とした
市内外へのまちのPR、ふるさと納税返礼品による全国を販路とした消費拡大、また、
商店街の活性化を目的としたサフォークポイントの活用推進など、市内経済全体の活
性化を目指した効果の高い施策の検討が必要。

改善 C

・施策の課題、方策の(2)にある負担金とはどういったものか。
→観光業務の委託費。情報発信・イベント開催などの業務委託費。
・(2)の評価がAになっているのは来場者数によるか？
→まち・ひと・しごと創生総合戦略で定めた目標値を達成しており、来場者数で評価した
もの。(目標値12万人/年　実績R4 29万人、R5 27万人、R6 26万人)
・市内まで効果が波及しているわけではないが、数値的に見ての評価なら理解。

・サフォークポイントについて。加盟した商業者は売上の一部をポイント分として負担してお
り、加盟しているのは市内の一部の商業者だけである。高齢化で加盟店は減っていく一方であ
り、行政も加盟して市役所の住民票発行などでも使えるような仕組みが必要と考えている。施策
の課題に「検討が必要」との記載があるので、今後に期待したい。
→経済部内でも方策を協議中。現状では、加盟店数の目標値は定めていないが、今後検討する。
産業フェアに関わる地産地消の取組を今年度に構築し、サフォークポイントを絡めることができ
るよう検討する予定。

・地域経済分析について。具体的な結果は市民に広く周知していないのか。
→市HPや広報で周知済み。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第２節 商業・工業

評価Ｇ 38 経営体質・基盤の強化による経営の安定化
作成部署

経済部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）中小企業の経営安定化を図
るため、経営を改善する調査・相
談・指導業務を行うほか、住宅新
築・改修における助成事業の継
続、各種制度の活用による商工業
団体への支援を行います。

令和５年度より、住宅新築に関する助成を再開し、住宅改修
助成と併せて、市内建設事業者の施行受注を促進した。ま
た、商工会議所に対し相談業務に対する一部助成をした。

C

（２）中小企業の金融円滑化を図
るため、本市独自の融資制度の充
実に努めるとともに、制度資金の
融資とその利子等の補給、国・北
海道などの融資制度の活用を促進
します。

中小企業振興条例における士別市特別融資制度について、コ
ロナ禍においては国等の制度融資の活用により、一時的に新
規貸出が減少したが、直近では貸出数が増加しており、市内
事業者の金融円滑化が図られた。
令和４年度：新規47件247,800千円、年度末残高597,321千円
令和５年度：新規61件321,970千円、年度末残高634,485千円
令和６年度：新規48件253,770千円　年度末残高658,749千円

C

（３）技術革新の進展や顧客ニー
ズの多様化に対応するため、従業
員等の派遣研修事業や職業訓練指
導員・技能士の資格取得と認定職
業訓練へ支援するとともに、研修
会などで地域産業振興のための人
財を確保・育成します。

中小企業振興条例助成の助成メニューとして人材育成研修事
業を実施し、事業者が費用を負担して行う人材育成（技能講
習・資格取得等）に対して支援を行った。

C

（４）企業の技術力向上を図るた
め、従業員等を養成する職業訓練
施設の設置に対して支援を行うほ
か、工業新製品等の研究開発費用
への支援を行い、企業の経営安定
と技術開発を促進します。

中小企業振興条例の助成メニューとして認定職業訓練事業を
実施し、訓練施設の設置に対して支援を行った。

C

(1)事業承継支援事業費
令和元年度から６年間で相談件数８件。相談内容が金銭問題や継承する側（買い手）
との交渉など行政として積極的に関与、アドバイスすることが困難であり、金融機関
などの専門機関で対応しているが、個人情報のため共有が難しい。市が対応している
過去の相談実績は、中小企業振興条例に基づく支援が主となる。新たな行政支援とし
て独自にマッチングさせる仕組みなどが想定されるがニーズも少なく、経費をかけた
取り組みの実施は難しい。現状では、日本政策金融公庫による「事業承継マッチング
支援」などを紹介することなどで対応しており、事業者からの意見や相談等が受けら
れる体制づくりが課題。
・地域循環型住まいづくり促進事業費
人口、世帯の減少や地元事業者による新築ニーズの実態を考慮し、令和７年度から予
算を削減(R6/18,333千円→R7/11,166千円[6件])し、予算の上限を設定した。
・地域循環型住宅リフォーム促進事業費
人口、世帯の減少を考慮した予算規模に見直し(R6/18,321→R7/9,894千円)持続可能な
支援策とする。また、加算項目など一部過剰な助成の見直しを図るとともに、業務の
省力化を図る。

(2)(3)(4)中小企業振興条例における各種施策の効果検証を行い、より効果的でニーズ
にあった支援策を検討していく。また、限られた財源を有効に活用する視点を持ちな
がら、幅広な支援からターゲットを絞った支援策への見直しを進めていく。

現状
維持 C

・意見なし。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第２節 商業・工業

評価Ｇ 39 新分野参入への促進
作成部署

経済部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）中小企業の新分野参入のた
め、優良事例などの情報提供や新
事業展開への知識習得セミナー・
相談会の開催を進めるとともに、
国際経済交流における新規販路開
拓、経済交流の初期投資費用への
支援を行い、その円滑化を図りま
す。

中小企業振興条例における新規開業等支援事業にて、新規開
業および新分野への事業展開について、令和４年度0件、令
和５年度６件、令和６年度６件の計11件(うち新分野への新
規展開１件)の支援を行った。また、臨時交付金を活用し、
コロナ禍における業種転換等に対しても助成を行い、事業者
の事業展開に対し、一定程度の効果があった。

C

(1)中小企業振興条例における各種施策の効果検証を行い、より効果的でニーズにあっ
た支援策を検討していく。また、限られた財源を有効に活用する視点を持ちながら、
幅広な支援からターゲットを絞った支援策への見直しを進めていく。 改善 C

・意見なし。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第２節 商業・工業

評価Ｇ 40 ラブ士別・バイ士別運動の推進
作成部署

経済部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）「ラブ士別・バイ士別運動
推進協議会」を中心として、
「農・林・商・工・消」が連携す
る全市的なまちづくり運動として
推進するとともに、産業フェアな
どの各種イベントでの地場産品の
消費拡大やＰＲ、地産地消を進め
ます。また、若い人たちがより参
画できる事業の推進に取り組み、
地元経済の活性化、地元産業の振
興を図ります。

令和３年度：市内産品のカタログ販売。
令和４、５年度：産業フェアを実施。コロナ禍等における規
制は受けない従来以前の形で実施となり、一定程度の賑わい
をみせ、経済活性化の一助となった。しかし、地域人口の減
少や参加事業者数が減少など、一過性のイベントによる地場
産品の消費拡大や地産地消には限界が見え始め、本来の目的
を継続的に果たせる形への転換が必要。 C

(1)当事業は、イベント開催が目的となっており、地産地消の推進も一過性であり、本
質的な市民の市内消費に対する意識醸成につながっていない。
日常的な消費拡大、地産地消を推進する啓発的な取り組みが必要であるため、市民、
事業者、民間団体や関係機関が自主的に市内消費への意識を高め行動していく必要が
ある。産業フェアは、令和６年度をもって休止とし、その他の事業(食とまちフォーラ
ム等)についても精査を行いながら、まちなか交流プラザを拠点としたラブバイ運動、
地産地消の推進、市民の「行動変容」や「意識醸成」など、持続可能取り組みを構築
していく必要がある。

改善 C

・市産業フェアは、下川のうどん祭りや名寄の産業祭りなどと時期が重なっている。また、士別
産業フェアのポスターはあまり見かけない上に他地域と比べて目立たない地味なデザイン。加え
て、他の祭りは地域外からの流入客が多いと聞くが、士別の産業フェアは流入客が少なく、魅力
が少ないように感じる。内容の見直しが必要。
→R7年度は一旦休止し、R8年に向けて事業のあり方を検討する予定。
・地元の人だけでなく、愛知県みよし市や川内村との交流があったイベントなので、早期の見直
しが必要。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第２節 商業・工業

評価Ｇ 41 地場産業の育成
作成部署

経済部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）企業の技術力・人財・マー
ケティング力などの強化に向け
て、「士別市中小企業振興条例」
に基づく制度利用を促進し、経営
基盤の強化を図ります。

士別市中小企業振興条例の助成メニューにて、新規開業等の
支援や創業に対する支援を実施。

C
（２）サフォーク関連商品など、
地域の特色ある資源を活用した特
産品の開発や工業製品の研究開発
費などに対する支援を行い、地場
産品の開発を促進します。

道の駅オリジナル商品の開発を支援した。
(ラムジンギスカン、士別産豚ジンギスカン、ラムコロッケ)

C
（３）士別観光協会や農林畜産物
などを活用した特産品を販売する
事業者、団体などと協力・連携
し、利用者ニーズに合った手法等
による情報提供に努めます。ま
た、国内外で開催される物産展等
での販売、地域ＰＲなどにより、
地場産品の販路拡大を図ります。

・物産展やイベントの参加・WEB広告による道内外への市内
特産品情報発信や、令和３年５月１日にオープンした道の駅
「羊のまち侍しべつ」アンテナショップを中心とした市内特
産品販売を実施。またふるさと納税制度による返礼品を通じ
て地域の魅力を全国に発信した。 C

(1)中小企業振興条例における各種施策の効果検証を行い、より効果的でニーズにあっ
た支援策を検討していく。また、限られた財源を有効に活用する視点を持ちながら、
幅広な支援からターゲットを絞った支援策への見直しを進めていく。
(2)(3)・総合計画では、本市でしか味わえないオリジナルメニューの普及拡大や食の
ブランド化を進めるとあるが、新たな商品開発のほかにも、士別市の既存ニュー(焼き
鳥、豚肉、牛肉、農産物など)をSNS等でPRすることも重要である。また、特産品であ
る「士別サフォークラム」のほか、魅力的な特産品（｢お米｣、｢オリゴ糖｣、「農産
物」など）も継続してPRするとともに、事業者の収益増につながるような展開が必
要。
・あさひじゃんじゃんジュビリーについては、旧朝日町時代から地域の魅力発信する
イベントとして開催しているが、人口減少や同一日に他市町村での同様な産業的なイ
ベントの開催など、交流人口が減少傾向にある。また、実行委員会形式（市・商工
会・ＪＡ北ひびき）で各団体負担しながら開催しているが、現在事業費の半分を市が
負担しており、各団体の負担の平準化に向け検討・協議する。

改善 C

・2027年はひつじ年なので、関連した様々な活動を実施できれば地域PR等につながる。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第２節 商業・工業

評価Ｇ 42 起業化の促進
作成部署

経済部

関係部署

総務部

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）地場産業の振興を目的に、
新たに創業を行う企業に対し、必
要情報を提供し支援するととも
に、「士別市中小企業振興条例」
に基づく助成や国・北海道などの
助成制度を広く周知し、起業化の
促進に努めます。

＜経済部＞
・令和２年４月新規創業者支援のために、中小企業振興条例
において、新規創業者支援資金を創設。事業開始にあたり、
金銭的な不安を抱える創業者に対し、安定的な経営を支援。
令和４年度２件、令和５年度年２件、令和６年度４件の活用
があり、市内の創業に対し一定程度の効果があった。

＜総務部＞
・起業フォローアップ講座の開催（R４～R７）受講者６名中
２名が起業、１名がNPO法人設立

C

＜経済部＞
・中小企業振興条例における各種施策の効果検証を行い、より効果的でニーズにあっ
た支援策を検討していく。また、限られた財源を有効に活用する視点を持ちながら、
幅広な支援からターゲットを絞った支援策への見直しを進めていく。

＜総務部＞
・起業後、事業が軌道に乗るまでの伴走支援体制の構築。

改善 C

・意見なし。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第３節 観光

評価Ｇ 43 地域資源を活用した観光の推進
作成部署

経済部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）独創的な着地型観光の構築
・豊かな自然やサフォーク種めん羊などの資
源を活用し、毛刈り・シープドッグショー・
羊毛工芸・農作物収穫体験・登山・フットパ
ス・サイクリングなどのアウトドア体験やス
ノーモビル、スノーシューなどの冬の体験も
メニュー化し、工夫を凝らした多様なメ
ニューのもとで、四季を通した着地型観光を
推進します。

観光拠点である｢羊と雲の丘｣では、「羊のえさやり体
験」や、「羊毛工芸体験」、GW期間中には「毛刈り
ショー」や「シープドックショー」を実施した。また、
士別観光協会が主催する｢天塩川源流まつり｣、｢しべつ
雪まつり｣のほか、道の駅「羊のまち侍しべつ」では、
季節ごとのイベントを開催した。それぞれのイベントを
通じて交流人口の拡大が図られた。

C

（２） 食ブランドの構築
・稀少な地元産羊肉や新鮮な農畜産物の活用
により、本市でしか味わえないオリジナルメ
ニューの普及拡大や食ブランド化を進めま
す。

令和３年５月１日に道の駅がオープンし、士別サフォー
クラムを取り扱う店舗として、食してもらう、知っても
らう機会が増え、｢羊のまちしべつ｣をPRしながら誘客に
努めた。 C

（３）広域観光ルートの形成
・「団体旅行」と「個人旅行」の双方の観光
客誘致をめざし、「士別・和寒・剣淵・幌加
内着地型観光推進協議会」「あさひかわ観光
誘致宣伝協議会」「道北観光連盟」と連携・
協力して、魅力ある広域観光ルートの形成を
進めます。

・士別・和寒・剣淵・幌加内着地型観光推進協議会」で
1市3町とJAFで連携し、スタンプラリーを実施し、地域
を周遊するドライブツーリズムを推進した。
・あさひかわ観光誘致宣伝協議会によるインバウンド動
画やWEB広告による観光プロモーションを実施。魅力あ
る士別市の夏・秋の動画作成。WEBによるイベント広告
を旭川空港エリアに実施した。道北観光連盟と連携し、
宗谷岬へ向かうサイクルイベント｢てっぺんライド｣へ協
力した。

C

（４）スポーツ合宿との連携
・スポーツ合宿で訪れる方に対する観光案内
を行うとともに、「合宿の里士別推進協議
会」と連携し、観光やイベント、特産品、土
産品などの情報提供などに努めます。

士別ハーフマラソン等のイベントにおいて、士別観光協
会が主体となり、｢サフォークフェスティバル｣を開催
し、特産品販売や観光情報発信を行った。

D

（５） 台湾を中心とする外国人観光客誘致
・台湾を中心とする外国人観光客誘致に向
け、本市が加盟する広域観光協議会では、各
種プロモーション活動や案内看板設置・パン
フレット製作など受け入れ環境整備を行いま
す。

コロナ渦前は台湾を中心に観光プロモーションを案内看
板やパンフレット製作を行った。コロナ渦以降、インバ
ウンド観光については縮小。
インバウンド観光プロモーションについては｢旭川観光
誘致宣伝協議会｣と連携し、動画製作やWEB広告でのPRを
実施した。

C

（６）天塩岳・天塩川魅力発信プロジェクト
による取り組みの推進
・豊かな自然環境を生かし、その魅力を高め
るとともに、情報発信や地域ブランド化の推
進により交流人口の拡大を図ります。

本市の観光資源として、観光情報誌によるPRや、WEBサ
イトでのPRを行った。

D

(1)・四季を通じた着地型観光は、広域団体との連携を図りながらコンテンツの内容ついて検
討が必要。
・「羊のまち士別」のPR及び地域経済活性化に寄与する団体に対して事業費の一部を助成し
ている。（令和６年度から、「観光イベント推進事業費」に統合）。なお、高齢化、人手不
足、生活様式の多様化などイベントのあり方について関係団体等と協議が必要。
・事務事業アセスメントにおける見直し対象事業である「世界のめん羊館管理運営事業費」
について、令和９年度に向けて、施設あり方についての協議を行う。
(2)「士別サフォークラム」の生産の維持や、取り扱い店舗の増、本市が羊のまちであること
の全国的な認知度向上が課題である。
(3)夏場は合宿者、冬場は自動車試験研究のビジネス客が多く、繁忙期における宿泊は難し
い。今後は、宿泊を伴わないドライブユーザーも意識した施策も必要である。
(4)スポーツ合宿で訪れる方に対する観光案内はきめ細かな情報発信はできていない。「合宿
の里士別推進協議会」との連携や体制づくりが必要。
(5)インバウンドの受入環境整備(外国語表記等)については、観光協会など関係機関と検討が
必要。
(6)本市の観光資源として、引き続き観光情報誌によるPRや、WEBサイトでのPR交流人口の拡
大を図る。

推進 C

・意見なし。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施

81



施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第３節 観光

評価Ｇ 44 情報発信の強化と観光案内の確立
作成部署

経済部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）ホームページやＳＮＳなど
による観光やイベントの情報発信
を強化するとともに、来訪者が増
加する週末の観光案内体制の確立
をめざします。また、１市３町に
よる着地型観光の拠点地域とし
て、広域の情報発信と観光案内を
推進します。

観光やイベントの情報については、市ホームページ、各団体
が運営するSNSにて情報発信を行った。きめ細かな情報発信
は出来ていない部分もあるので意識醸成が必要。
1市3町の着地型観光の拠点として、道の駅羊のまち侍しべつ
を中心とした地域のイベント情報などを発信した。
(食と観光周遊スタンプラリーなどドライブ観光の拠点)

C

(1)令和３年５月１日「まちなか交流プラザ　道の駅　羊のまち侍しべつ」オープン。
来館者数令和4年度294,586人　令和5年度273,660人　令和６年度266,578名。(令和６
年７月28日来館者数100万人達成)
　今後も、ホームページやＳＮＳなどによる観光やイベントの情報発信を強化すると
ともに、広域の情報発信及び情報一元化の拠点として、まちづくり士別(株)との連携
が必要。

推進 C

・意見なし。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第３節 観光

評価Ｇ 45 観光推進体制組織の強化
作成部署

経済部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）観光協会組織体制の強化
・観光協会が、観光情報の収集・
発信や観光誘致、来訪者に対する
宿泊・体験などトータル的なツ
アー提案などの観光案内をはじ
め、広域連携による着地型観光の
拠点も担えるよう、観光協会・行
政・まちづくり団体等が連携して
組織強化に取り組みます。

士別観光協会の事務局業務をまちづくり士別㈱が担ってお
り、市と連携しながら観光業務を円滑に進めた。
組織体制の強化運営については、今後も士別観光協会、まち
づくり士別(株)との協議を継続する。
人員の問題から、観光誘致、来訪者に対する宿泊・体験など
トータル的なツアー提案などは出来ていない。 D

（２）広域連携組織の強化
・国内外観光客の誘因のため、
「士別・和寒・剣淵・幌加内着地
型観光推進協議会」のさらなる発
展をめざすとともに、旅行客や旅
行会社に対し効果的な活動を実施
します。また、多くの方々にこの
地域を認知してもらうため、その
「ネーミング」を検討します。

・国内外からの観光客誘因のため、｢士別・和寒・剣淵・幌
加内着地型観光推進協議会｣、｢道北観光連盟｣「あさひかわ
観光誘致推進協議会」など近隣市町村と連携し情報発信や観
光プロモーションなどの広域連携事業を展開した。
・1市3町で食と観光を周遊する紙媒体のスタンプラリーと
JAF連携したドライブスタンプラリー2つのスタンプラリー実
施。
・剣淵町が主体で開催する｢ぐるっとライド｣へ1市3町で協
力。
・1市3町で観光物産展を開催。

C

(1)・士別観光協会の事務局業務をまちづくり士別㈱が担っており、今後も市と連携し
ながら観光業務を円滑に進める。組織体制の強化については、士別観光協会、まちづ
くり士別(株)との協議を継続する。
・まちづくり士別(株)に、観光情報発信、観光プロモーション事業、地域振興事業(中
心商店街と連携したイベント)を委託することで、「道の駅 羊のまち 侍・しべつ」と
一体的に観光振興及び地域経済の活性化を図る。
(2)1市3町着地型観光推進協議会で広域連携し、引き続き「ドライブスタンプラ
リー」、｢ぐるっとライド｣、「観光物産展」を継続しながら観光入込客数の確保に努
める。

推進 C

・意見なし。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第５節 雇用・勤労者福祉

評価Ｇ 50 雇用の安定と拡充
作成部署

経済部

関係部署

総務部

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）雇用開発の推進
・国・北海道の各種制度や「士別
市中小企業振興条例」「士別市企
業立地促進条例」などに基づく事
業の活用によって、新たな雇用機
会の創出拡大に努めます。

士別市中小企業振興条例の雇用奨励促進事業にて、令和４年
２事業所４名、令和５年度０件、令和６年度３事業所４名、
計５事業所８名の雇用に際し助成。

C

（２）若年層の地元雇用の促進
・新規学卒者の求人要請や求人開
拓を図るとともに、若年者の地元
雇用とＵターン等労働者雇用のた
め、企業説明会や見学会などの支
援事業を実施し、優秀な人材確保
に努めます。

ハローワークと連携した商工会議所への求人要請の実施や近
隣の高校で開催された校内企業説明会への協力など、新規学
卒者の人材確保を実施した。
・令和５年度 就職希望者の就職率 100％ C

（３）季節労働者雇用対策の推進
・関係機関などとの連携のもと、
国・北海道などの雇用支援制度の
活用によって、季節労働者の通年
雇用化と冬期就労の場を確保・拡
大し、季節労働者の生活安定を図
ります。

士別地域通年雇用促進協議会における取組に対し費用の一部
を負担。
協議会において、季節労働者の通年雇用化に向けた様々な取
組を実施。 C

（４）離職者等の雇用促進
・ハローワークとの連携によって
雇用情報を適宜提供し、離職者の
就職促進を図るとともに、障がい
者の雇用支援に向けた取り組みを
進め、地元産業の雇用動向を的確
に把握しながら、就職後の職場定
着が図られるよう適切な就労支援
に努めます。

ハローワークが発行する求人情報を市ＨＰにて掲載。

C

(1)中小企業振興条例における効果検証を行い、より効果的でニーズにあった支援策の
検討が必要。
(2)高校生の地元就職率を上げるための探求学習、地元企業との連携が課題。また、高
校生に対して、地元企業の魅力や働く意義を伝える教育の充実が必要である。
(3)事業所向けセミナーや季節労働者向けの建設機械技能講習等の内容の充実を図るた
め、関係機関と協議、見直しが必要。
(4)ハローワーク士別が発行する求人情報を市ＨＰにて周知し、適切な求人情報を広く
周知するほか、メンタルヘルスに関する研修会を実施するなど職場定着率向上に向け
た取り組みを引き続き行う。

現状
維持 C

・意見なし。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第５節 雇用・勤労者福祉

評価Ｇ 51 労働環境及び勤労者福祉の充実
作成部署

経済部

関係部署

総務部

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）労働環境の整備改善
・若年層や女性、非正規雇用労働
者など、働くすべての人々の労働
条件改善に向けた取り組みを進め
るとともに、ワーク・ライフ・バ
ランスや女性の活躍推進を含めた
労働環境の整備に努めます。

＜経済部＞
・商工労働観光課および朝日支所地域生活課に労働相談所を
設置、労働条件の改善に関する情報を市ＨＰにて掲載。

＜総務部＞
・起業フォローアップ講座の開催（R４～R７）受講者６名中
２名が起業、１名がNPO法人設立

C

（２）労働福祉の充実
・退職金制度や福利厚生施設設置
に対する支援のほか、勤労者に対
する生活・住宅等の制度資金融資
を実施し、労働福祉の向上に努め
るとともに、勤労者福祉団体の運
営や事業の支援により、勤労者の
福利厚生の充実を図ります。

士別中小企業勤労者福祉協会の実施する共済事業等を支援
し、勤労者の福利厚生の充実を図った。
・士別中小企業勤労者福祉協会
[令和４年度]
　会員数　　 133事業所　1,507人
　共済加入　124事業所　1,349人
[令和５年度]
　会員数　　 133事業所　1,508人
　共済加入　124事業所　1,350人
[令和6年度]
　会員数　　 133事業所　1,508人

C

＜経済部＞
(1)労務管理の改善に関すること、労働福祉の増進に関することなど、労働問題に関わ
る悩み事相談に応じている。問い合わせ件数は少ないが、引き続き、相談を受け付け
るとともに、労働条件に係る制度改正については、市ホームページ等で公開してい
く。
(2)・中小企業勤労者総合福祉推進事業費（運営に要する経費に対し補助）
　 ・中小企業勤労者総合福祉対策事業費（共済・福利厚生事業に対し補助）
最低賃金の引き上げ等による補助金対象経費の増額対応が課題。人件費や物価高騰に
対応しつつ、適切な補助金交付を行う。
※労働福祉対策事業費
連合北海道士別地区連合会のメーデー事業開催に関する補助（令和７年度廃止）

＜総務部＞
・起業後、事業が軌道に乗るまでの伴走支援体制の構築。

現状
維持 C

・意見なし。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第５節 雇用・勤労者福祉

評価Ｇ 52 職業能力開発向上の促進
作成部署

経済部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）商工会議所などとの連携の
もとに、新入社員や中堅社員の接
遇研修、能力開発セミナーなどの
研修事業を実施し、人材の育成を
図ります。また、従業員等の研修
事業への派遣や技能労働者の育
成、季節労働者等の各種職業訓練
や研修事業などに対する支援を行
い、職業能力の開発向上を図りま
す。

在職者向け研修会および新規就職者向け研修会を実施。ま
た、中小企業振興条例の助成メニューによる技能講習受講助
成や士別地域通年雇用促進協議会の連携による職業能力開発
を実施した。

C

(1)・在職者向け研修会および新規就職者向け研修会については、人口減少に伴う参加
者数の低下がある。企業の要望や市の主催によらない効率的な運営などの検討が必
要。
・中小企業振興条例における各種施策や士別地域通年雇用促進協議会の事業について
は、引き続き、効果検証を行い、より効果的でニーズにあった支援策を検討してい
く。

現状
維持 C

・研修事業の参加実績などは行政で把握しているか。
→手元に正確な数値はないが把握している。ほとんどの事業は想定どおりの人数。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第５節 雇用・勤労者福祉

評価Ｇ 53 高齢者労働能力の活用
作成部署

経済部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）シルバー人材センターの受
託事業や運営事業などに対する支
援とともに、高年齢者の優れた労
働能力の活用を図り、長寿社会に
即応した健康増進と生きがいづく
りに努めます。

高齢者の生きがい対策としての役割はもちろん、高齢者への
多様なニーズに応じ、地域社会の活性化に寄与している。
[補助金額]
令和４年度9,339千円
令和５年度9,339千円
令和６年度10,198千円
[受注事業の契約件数および金額]
令和４年度　1,612件、146,060千円
令和５年度　1,638件、145,277千円
令和６年度　1,629件、151,948千円

C

(1)令和６年11月１日からフリーランス新法「特定受託事業者に係る取引の適正化等に
関する法律」適用。
シルバー人材センターの会員として請負・委任の仕事を行う場合もフリーランスにあ
たるため、新法の適用を受ける。フリーランス新法への対応策の実施について、国補
助を活用するためには、社会保険労務士や弁護士に委嘱することが条件となってお
り、特定受託事業者(会員)への個別説明などにかかる経費等が対象経費となる。令和
７年度については、国の補助金を活用した対応を見送り、シルバー人材センター職員
が説明対応していく。
※特定業務委託事業者(シルバー人材センターが)取引条件(業務の内容・報酬の額・支
払期日等）を特定受託事業者(会員)に明示。

現状
維持 C

・意見なし。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第６節 環境・エネルギー

評価Ｇ 54 ごみの排出抑制の推進
作成部署

建設環境部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）過剰包装等の抑制
・平成20(2008)年に締結した「レ
ジ袋削減に向けた取り組みに関す
る協定」のさらなる推進とあわ
せ、過剰包装の抑制により包装廃
棄物の減量化を図ります。

・広報しべつで過剰包装の抑制を周知。
・市内大型店舗におけるマイバッグ持参率の調査を実施。
　令和６年度　92％

A

（２）リユース容器（繰り返し使
用できる容器）使用の推進
・各種イベントなどでのリユース
容器の使用を推進し、ごみの排出
抑制を図ります。

・自治会や各種団体等へイベント開催時にリユース容器を貸
し出し。
・実績　12件（令和６年度） B

（３）家庭ごみ有料化の検討
・家庭ごみの排出抑制と排出量に
応じた負担の公平化を図るため、
ごみの有料化を推進します。

・令和元（2019）年10月1日から実施済み。
・一般廃棄物総搬入量及び埋立量の縮減につながった。

A

課題なし

現状
維持 A

・意見なし

A

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第６節 環境・エネルギー

評価Ｇ 55 リサイクルの推進
作成部署

建設環境部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）集団回収等の奨励・援助
・各種市民団体が実施する有価物
の回収や不用品交換、フリーマー
ケットなどを奨励します。

・年間２回、春秋の自治会一斉清掃の呼びかけ
・ゆずりますゆずってください（くらし安全課）

B
（２）分別排出の徹底
・各種イベントなどで、ごみ分別
用コンテナの使用を推進し、ごみ
の排出抑制を図ります。

・イベント時に分別用コンテナを貸し出し。ごみの分別を推
進。
・実績　11件（令和６年度） A

課題なし

現状
維持 A

・意見なし。

A

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第６節 環境・エネルギー

評価Ｇ 56 ごみ処理体制の充実
作成部署

建設環境部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）収集体制の充実
・市民にわかりやすい分別収集シ
ステムを確立するとともに、効率
的な収集を進めるため、車両や機
器などの充実を図ります。

・令和３年４月から収集体系を再編し、容器収集の地域格差
の縮減や効率化を図った。
・くらしナビアプリによるごみ分別の周知。
・広報しべつ「ごみの情報ステーション」の連載。
・車両・機器について財政健全化期間中は、更新を見送っ
た。

A

（２）処理施設の効果的な運用
・「リサイクルセンター」の持つ
機能を効率的・効果的に運用し、
資源ごみのリサイクル率向上と埋
立てごみの減量化に努めます。

・一般廃棄物と産業廃棄物の区分を明確化するなど、ごみの
分別処理を徹底することにより埋立てごみの減量化を図っ
た。 A

課題なし

現状
維持 A

・意見なし。

A

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第６節 環境・エネルギー

評価Ｇ 57 環境保全への取り組みの強化
作成部署

建設環境部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）「士別市環境基本計画」
で、環境の保全・創造に関する長
期的な目標を定め、環境保全活動
や温室効果ガス排出抑制・削減の
取り組みを推進します。

・公共施設のLED化や、各種イベント等でリユース食器の利
用促進を行い、温出効果ガスの排出を行ってきた。
・市民周知の取組みは、ゴミに関する情報発信を行ってい
る。 C

・R7基本計画の目標の点検、評価を行い、見直しを行う。
・市民への意識啓発は、広報やHP、暮らしナビなどを活用するが、どのようにわかり
やすく発信するか課題である。 現状

維持 C

・意見なし。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第６節 環境・エネルギー

評価Ｇ 58 環境美化運動の推進
作成部署

建設環境部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）「士別市空き缶等のポイ捨
て及び飼い犬等のふん害の防止に
関する条例」の啓発をはじめ、関
係団体や自治会などとの協力のも
とに全市的な環境美化運動を展開
し、市民意識の高揚を図るととも
に、犬や猫などの飼い主のモラル
向上に努めます。

・市広報誌に犬のふん害の防止について掲載し、広く周知を
実施。
・個人の自宅周りなどでふん害防止のための看板設置を希望
する方に対し、市で作成した規制看板の貸し出しを実施。
・一定程度被害が減少する効果を確認。 C

・広報やHP、暮らしナビなどを活用して周知を継続しているが、頻度や時期など、
もっと効果的な取り組みと出来るように、周知内容等の検討が課題。

推進 C

・意見なし。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施

92



施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第６節 環境・エネルギー

評価Ｇ 62 し尿処理事業の推進
作成部署

建設環境部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）「士別市一般廃棄物処理基
本計画」に基づき、適正な生活排
水処理を図るため、し尿処理施設
を計画的に更新し、安定した処理
能力の確保と施設の長寿命化に努
めます。

士別市、剣淵町、和寒町、幌加内町の１市３町で管理する、
し尿処理施設の機器更新を計画的に実施するため、平成30年
度から令和９年度までの１０年間の更新計画を策定し、概ね
計画通り進捗している。 C

課題なし

推進 C

・意見なし。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第７節 公園・緑地・河川

評価Ｇ 63 生活環境の向上
作成部署

建設環境部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）公園の適正な配置について
検討を進め、防災にも配慮した整
備を図ります。また、「士別市緑
の基本計画」に基づき、緑の適切
な維持・保全を図ります。

公園の遊具整備について、利用頻度や周辺人口を考慮した整
備を行っている。緑の維持管理についても、緑の基本計画に
基づき、樹木の選定などを行い適切に維持管理を行ってい
る。 C

　今後遊具の更新整備については、将来的な人口規模や市民ニーズを踏まえ、財政状
況を鑑み慎重に検討を行う。緑の維持管理については、緑の基本計画に基づき、単に
緑の量を増やすのではなく、適切な維持管理に重点を置き、持続可能で良好な都市環
境の形成を推進する。

現状
維持 C

・意見なし。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第７節 公園・緑地・河川

評価Ｇ 64 災害に強い河川の整備
作成部署

建設環境部

関係部署

総務部

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）国費・道費河川の改修促進
・天塩川本・支流や小規模河川の
改修を行います。また、魚道の設
置や河床の堆積土の撤去、河畔林
の適切な管理など、河川本来が有
する機能の発揮に向けた整備の促
進を図ります。

＜建設環境部＞
市管理河川について、優先順位に従い河道整備など河川の適
切な維持管理に努めている。

＜総務部＞
・期成会を通じて、天塩川の河川改修、整備を要請。
・水害の発生を防ぐため、当該河川の改修を要請。温根別
川、犬牛別川、ペンケヌカナンプ川等で底ざらい、伐木など
を都度、実施。

C

＜建設環境部＞
予算の範囲内で適切な維持管理に努めるとともに、河道の整備や治水機能の確保を図
り、安全で持続可能な河川環境の整備を推進する。さらに、地域の実情を考慮し、環
境保全と防災の観点を両立させた施策を展開する。

＜総務部＞
引き続き、期成会や市長会、道議などあらゆるチャンネルを活用して、河川の整備促
進を求めていく。

現状
維持 C

・整備促進を求めていくと記載するのであれば、展開は現状維持ではなく推進ではないか。
→現在も国や道へ要望を行っており、引き続き継続することから現状維持とした。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第８節 住宅・情報通信

評価Ｇ 65 公営住宅等ストック総合改善事業の推進
作成部署

建設環境部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）公営住宅等のあり方
・一定の居住性や安全性等が確保
されており長期的な活用を図るべ
き建物の耐久性の向上や経年劣化
の低減、維持管理の容易性向上の
観点から予防保全的な改善を図り
ます。

令和4年度に士別市公営住宅等長寿命化計画を見直し、それ
に従い計画的に改修を行った

B

（２）既存団地を集約し利便性の
向上を図り、多様化する住環境へ
の対応に努めます。

同じく長寿命化計画の見直しによる適切な管理戸数への対応
として、団地の集約や建替、用途廃止予定など計画に従い事
業を行った C

課題なし

現状
維持 B

・公営住宅に入るための年収の基準について。最低賃金が上昇していて低すぎるのでは。
→公営住宅法で決まっているため、基準の改定は難しい。住む場所に困窮している人への支援で
あり、一定以上の収入がある方は公営住宅ではなく一般住宅に住んでもらう前提。 B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第８節 住宅・情報通信

評価Ｇ 66 空き家発生の抑制と空き家活用の推進
作成部署

建設環境部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）士別市空き家・空き地バン
クは、北海道空き家情報バンクと
連携するなど、広く情報の発信に
努めるとともに、住宅宿泊事業法
など関連する法律の規制緩和等の
動向を注視しながら、移住促進事
業をはじめ、スポーツ合宿におけ
る活用の推進や農業、福祉事業の
労働力の確保対策など、広範な視
点からの空き家対策の推進を図り
ます。

空き家空き地バンクの運営をまちづくり会社しべつに委託
し、移住ナビデスク運営事業の一部として事業を行ってい
る。平成27年度からの累計成約数は38件となり、空き家流通
に一定の効果はあると考える

B

課題なし

現状
維持 B

・意見なし。

B

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第９節 上水道・下水道

評価Ｇ 68 水道事業の推進
作成部署

建設環境部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）「士別市水道事業経営戦
略」に基づき、計画的に老朽管や
機械設備を更新することで、給水
機能の安定確保と水道施設の長寿
命化に努めます。

老朽化した施設を精査し、優先度を考慮した更新を投資・財
政計画の範囲内で実施してきた。

C

課題なし

推進 C

・意見なし。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第９節 上水道・下水道

評価Ｇ 69 下水道事業の推進
作成部署

建設環境部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）「士別市下水道事業経営戦
略」に基づき、下水道施設を計画
的に更新することで、安定した処
理能力の確保と施設の長寿命化に
努めます。また、処理区域外の地
域生活環境を改善するため、個別
排水事業の推進を図ります。

下水道施設については、老朽化した機器を精査し、優先度を
考慮した更新を進めてきた。財源である社会資本整備総合交
付金の措置率の低下で計画どおり進められなく、重要度が高
い下水処理場機器を中心に更新を進めている。
また、個別排水事業については、希望する利用者に整備を実
施し、水洗化の推進を図った。

C

（２）合流式下水道改善事業を継
続して実施することで、公共用水
域の水質保全に努めるとともに、
近年頻発する集中豪雨に伴う浸水
リスクや下水処理施設の負荷軽減
を図ります。

財源である社会資本整備総合交付金の措置率低下によって、
重要度が高い下水道処理場の機器更新を中心に交付金を活用
しており、合流改善事業は計画どおり進められていない状況
にある。 E

課題なし

推進 C

・近頃、道路が陥没する事件をニュースで多く見かける。士別市の対策は。
→国から緊急点検の交付金配分及び通達があった。今夏に点検を実施。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第１０節 道路

評価Ｇ 70 道路網の整備
作成部署

建設環境部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）地域・地区の現状と市街地
の将来予測を行い「士別市都市計
画マスタープラン」に位置づけら
れている街路の見直しを行い、計
画的な整備に努めます。

　街路整備については、現在財政健全化実行計画期間中でも
あり、事業実施を見合わせている。
　都市計画区域内の道路については、優先順に従い適切に整
備や維持を行い、市民が安心で安全に暮らせる環境づくりに
努めている。

C

　都市計画道路の整備については、財政状況を見据え、人口規模や市民の意見などに
基づき適宜計画の見直し及び事業実施を検討する。これ以外の道路事業について、重
要度など優先順位を設け計画的に進めるとともに、補助採択となる事業は積極的に活
用して財政的負担軽減を図る。

現状
維持 C

・意見なし。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第１０節 道路

評価Ｇ 71 生活道路の安全性の向上
作成部署

建設環境部

関係部署

総務部

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）地域内生活道路の整備
・広域幹線となる国道・道道の整
備を促進し、あわせて地域の生活
環境に適合した生活道路の整備を
図るとともに、橋梁の長寿命化の
整備を行い、安全性の向上を図り
ます。また、高齢化が一層進むこ
とが予測されるため、歩行者にや
さしい歩道環境の整備を図りま
す。

＜建設環境部＞
・地域住民の日常生活に密接に関わる道路の整備をすること
で、安全で快適な暮らしを支える基盤づくりを行っている。
橋梁については、点検に基づき計画的補修を行うことで、維
持費を抑制に努めている。

＜総務部＞
・期成会を通じて、国道及び高速道路の整備を要請
・士別滝の上線の拡幅、改良

C

＜建設環境部＞
・住民の生活に密接に関わる道路であることから、安全で快適に暮らせるよう事業を
進める。橋梁についても従前同様、点検結果に基づき計画的な補修を行うことで、維
持管理コストの抑制に努める。また、市民生活に影響を与えない橋梁などは、地域の
合意形成が図られれば廃橋も検討する。

＜総務部＞
幹線道路ネットワークの強化や災害時、冬期間における輸送の確実性、速達制、定時
制確保のため、引き続き高速道路の４車線化、名寄への延伸及び道道の整備等を国、
道に要請していく。

現状
維持 C

・上士別から朝日にかけて走っている人をよく見かける。歩道に雑草が多く生えており邪魔に
なっているが雑草対策は。
→通行に影響があれば草刈り等を実施。ただし、予算もあることから最低限での管理・実施。
・農家の人は雑草を気にする人が多い。依頼があれば地先の除草くらいは協力できると思う。
→検討する。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第２章_魅力と活気あふれるまちづくり 第１０節 道路

評価Ｇ 72 冬期間の快適な道路環境の実現
作成部署

建設環境部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）除排雪体制の充実
・各道路管理者の連携のもとに、
国道、道道、市道の除排雪の充実
に努めます。

日々の天候観測はもとより、パトロールによる道路状況の把
握にも注視し、適切なタイミングで除排雪業務を行うことで
冬の市民生活の快適な道路環境の維持に努めた。 C

（２）除雪機械の更新・整備
・除雪機械の更新・整備を進めま
す。

機械の更新は交付金事業を活用した計画としていたが、更新
に必要な額に見合う国費の配分がされなかったことから機械
の更新を見合わせた。機械の整備は点検を含めて適宜実施し
た。

C
（３）流雪溝と融雪溝の維持管理
・地域住民の協力のもとに、流雪
溝や融雪溝の適切な維持管理と利
用促進に努めます。

きめ細かな施設の点検及びメンテナンスによって安定的な運
転管理を行った。また、各道路管理者及び地域住民等による
ボランティア投雪を行うなど利用促進に努めた。 C

課題なし

現状
維持 C

・流雪溝、融雪溝については不在地主の部分がある。さらに人口が減少した場合、未管理区域が
増えると思うが、対策の方針は。
→人口減少でそういった場所が増えることは想定。機械設備後も30年以上経過しているがこれま
で大きな改修は行っていない。更新や今後の活用について検討する。 C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第５節 都市計画・交通

評価Ｇ 86 利便性の向上
作成部署

建設環境部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）「士別市立地適正化計画」
の策定
・土地利用の実態調査を行い、将
来の適正な土地利用を図るため、
利便性の高い「まちづくり」の指
針となる計画を策定し、将来の人
口規模を予測した市街地の形成に
努めます。

 ６項目の定量的な目標指標を掲げているが、現在2025年度
目標を概ね達成している。

①まちなか交流プラザ付近を周遊・散歩する歩行者数（大通
東５交差点、７時～１９時）
2025目標値：現状と同等以上（271人/日）
2024.3実績：未実施

②都市機能誘導区域に誘導・整備した施設数
2025目標値：１件
2024.3実績：２件

③まちなかの空き地・空き店舗等の活用件数
2025目標値：１件
2024.3実績：４件

④都市計画区域内の年間の住宅新築件数に対する居住誘導区
域内の住宅新築件数の割合
2025目標値：80％
2024.3実績：90％

⑤総人口に対する、居住誘導区域内人口の割合
2025目標値：60％
2024.3実績：67％

⑥市内バス路線の日利用者数（延べ人数）
2025目標値：1,200人/日
2024.3実績：629人/日

都市像実現の目標
目標1：気軽に出かけ多世代が交流できるまちなかづくり
（目標指標①～③）
目標2：都市の利便性を享受でき、安心して住める居住地づ
くり（目標指標④、⑤）
目標3：市街地の利用・お出かけを円滑にする持続的な移動
ネットワクづくり（目標指標⑥）

C

　本計画の見直しについては、10年ごとに行われるため、2030年に実施を予定してい
る。2025年は計画の検証を行うので、その検証結果、社会情勢や今後の人口変動を調
査し、その分析に基づき持続可能で利便性の高いまちづくりを実現するよう計画の見
直しを進める。ただし、上位計画が変更された場合は適宜見直しを行う。 推進 C

・意見なし。

C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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施策アセスメントシート

基本施策基本目標 第３章_市民の力で未来へ歩むまちづくり 第５節 都市計画・交通

評価Ｇ 87 適正な土地利用の向上
作成部署

建設環境部

関係部署

施策の内容 取り組み状況・施策の効果等 施策評価

施策の課題、方策 今後の展開 総合評価

専門部会のご意見 （経済建設部会） 総合評価

（１）「士別市都市計画マスター
プラン」の見直し
・市街地の無秩序な拡大を抑制す
るため、用途地域の指定のない区
域に特別用途制限地域の指定を行
うとともに、適正な土地利用の促
進のため、用途地域の見直しにつ
いて検討を進めます。

　現在用途地域の変更等について検討を要する箇所は無いこ
とから、指定している用途で適正な土地利用がなされている
と考える。

C

　本計画は都市計画の基本方針であるため、将来的な社会情勢や、関連上位計画が変
更となり乖離が生じた場合、また、北海道が定める都市計画の方針等に変更があった
場合は、適宜見直すものとする。 現状

維持 C

・例えば病院を他の場所に建てる場合、都市計画マスタープランの変更が必要か。
→施設が移転すれば、そこへ行くための道路整備や公園などの整備に関わってくる。また、都市
計画関連の補助事業を使う場合などは、立地適正化計画・都市計画マスタープランの見直しが必
要になる場合あり。 C

A：想定以上【効果･進捗115％以上】 B：やや想定以上【効果･進捗105～115％】

C：想定通り【効果･進捗95～105％】 D：やや想定以下【効果･進捗80～95％】

E：想定以下【効果･進捗80％以下】 －：事業の全てが未実施
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基本視点 政策 これまでの取り組み 展開 総合評価 掲載ページ 評価G 施策

・国や道との密接な連携による財源の確保 ・強化︓国、道への陳情・要請活動【企画課】 現状維持 C 95 64 災害に強い河川の整備

・新型コロナで影響を受けた企業や店舗などへの支援拡充
・コロナ対策事業による各種支援策の実施（事業者復活サポート応援⾦、地域活性化応援ポイント事業、泊まって応援ポイント事業、がんばろう︕みんなの商店街事業、みんなの新たなチャレンジ応援⾦事業、
エネルギー価格⾼騰対策応援⾦事業、エネルギー価格⾼騰対策運送事業者等応援⾦）【商⼯労働観光課】
・Ｒ５拡⼤︓中⼩企業振興条例の改正（新規チャレンジ支援事業、新規開業等支援事業にて、若者や⼥性の支援を強化）【商⼯労働観光課】

現状維持 C 76 38 経営体質・基盤の強化による経営の安定化

・新たな住宅新築・改修助成事業の創設と地域経済の活性化
・Ｒ４新規︓地域循環型住宅リフォーム促進助成事業【商⼯労働観光課】
・Ｒ６新規︓地域循環型住まいづくり促進事業【商⼯労働観光課】

現状維持 C 76 38 経営体質・基盤の強化による経営の安定化

・市外からの外貨獲得に向けた産業の強化
・継続︓合宿の練習環境や受け⼊れ態勢の整備、本市のフィールドの特徴を前⾯に押し出した⾃動⾛⾏試験の誘致、まちなか交流プラザを拠点とする観光情報の発信などによりコロナ禍前の交流⼈⼝を回復。
【合宿の⾥・スポーツ推進課・企画課・商⼯労働観光課】
・官⺠連携による「稼ぐまち」への取り組みについて、検討を継続中。

改善 C 75 37 賑わいのある魅⼒的な商業空間の形成

・地域の活性化に向けた職員・市⺠の声の聴取

・継続︓こども夢トーク推進事業【中央公⺠館】
・Ｒ６変更︓⼦ども議会開催事業⇒⼦ども議会開催事業〜チャレンジ応援事業〜【中央公⺠館】
・継続︓市⺠の声︓市⻑への⼿紙・メール、パブコメ【くらし安全課、パブコメ該当課】
    ※R7年度で廃⽌の「地域担当職員制度」「地域政策懇談会」【くらし安全課】

現状維持
推進

C
B

10
71

71 広報・広聴活動の充実

・「地域経済循環分析」の実施と市内経済の好循環

・Ｒ４新規︓地域経済循環分析調査研究【商⼯労働観光課】
・Ｒ５新規︓地域経済循環分析研修会(職員研修)【総務課】
・「地域通貨の活⽤」については、現時点では国の情勢や市⺠⽣活改善にむけた物価⾼騰対策が優先され、他⾃治体の事例を⾒ても運⽤⾯における⾏政負担の増などの理由から当⾯導⼊を⾒送ると決定。【商⼯
労働観光課】

改善 C 75 37 賑わいのある魅⼒的な商業空間の形成

・トップセールスによる魅⼒や特産品販売の発信強化
・強化︓誘致企業を中⼼とした企業訪問（企業版ふるさと納税の要請）【企画課】
・強化︓ニューイヤー駅伝・箱根駅伝等応援時の合宿チーム（企業・⼤学）訪問【合宿の⾥・スポーツ推進課】
・強化︓企業、スポーツチーム等との包括連携協定の締結【企画課】

改善 C 15 46 合宿招致対策

・「羊のまち」「合宿のまち」「試験研究のまち」の強化
・まちの個性である「羊のまち」「合宿のまち」「試験研究のまち」の強化に向けて、各企業や団体などと情報交換を実施。誘致企業を中⼼に連携の更なる強化をめざし包括連携協定を締結。【企画課】
・各事業の将来を⾒通した受け⼊れ態勢の強化に向けた必要な支援策について検討中。【各所管課】

改善
改善

B
C

16
75

47
37

施設の整備と受け⼊れ態勢の強化
賑わいのある魅⼒的な商業空間の形成

・観光資源を最⼤限⽣かした魅⼒発信と広域連携の強化

・継続︓天塩岳⼭開き補助事業【朝⽇支所】
・継続︓観光誘致宣伝活動推進事業（広域連携による観光客の安定誘致、観光ニーズの変化・多様化に対応した「着地型観光」の推進）【商⼯労働観光課】
・Ｒ６新規︓岩尾内観光施設整備事業【朝⽇支所】
・継続︓観光イベント推進事業【商⼯労働観光課】

推進 C 81 43 地域資源を活⽤した観光の推進

・⾼齢者などの買い物や除雪などへのボランティア制度の創設
・地域助け合い活動協議体などと連携しつつ事業を展開中。「買い物サポート」については、利⽤促進のため使⽤料の⾒直しや対象エリアの拡⼤を実施。「除雪サポート」については、市内の除雪サービス事業
社と協議を⾏うなか、Ｒ６.7⽉に個別調査を実施。労働⼒の確保や財政的な課題も多いことから、既存の市の除雪サービスを基本としながら、⾃治会などによる「共助」や⺠間事業者によるサービス提供の可否
などについて継続検討中。【⾼齢者福祉課】

現状維持 C 57 12 ⾼齢者の安⼼して暮らせる地域づくり

・遊具の更新など、⼦どもがのびのび育つ環境づくり
Ｒ４新規︓ことぶき公園遊具更新 東丘児童公園遊具更新【都市環境課】
Ｒ５新規︓桜丘公園遊具更新 ひばり児童公園遊具更新【都市環境課】

現状維持 C 94 63 ⽣活環境の向上

・障がい者が暮らしやすい優しいまちづくり

・Ｒ５拡⼤︓⼼⾝障がい者ハイヤー料⾦等助成事業（利⽤枚数の増）【地域福祉課】
・Ｒ５拡⼤︓⼊浴サービス︓⾮課税者、⽣活保護受給者に対する⼀部負担⾦の免除【地域福祉課】
・継続︓障がい者福祉基本計画、障がい者福祉実⾏計画を⼀本化した「しべつし障がい福祉プラン」を策定【地域福祉課】
・Ｒ６新規︓障がい者施設等従事者確保緊急支援事業【地域福祉課】
・Ｒ６新規︓意思疎通支援者等養成事業【地域福祉課】

現状維持 B 56 11 障がい者⽣活支援の拡充

・公営住宅の福祉住宅への転換活⽤など、地域にあわせた施策の構築
・Ｒ４新規︓市所有建物の実態調査【建築課】
・Ｒ５新規︔季節移住対策事業（医師住宅を活⽤し、冬期間のまちなか移住を実施。将来的ニーズは⼀定あるものの、現時点でのニーズは低いことからＲ６を持って廃⽌。事業結果を分析し、新たな対策を検
討。）【企画課】

改善 C 30 84 移住受け⼊れ態勢の整備

・利便性の⾼い公共交通システムの構築

・Ｒ４拡⼤︓地域公共交通総合対策事業（次世代モビリティ実証実験。路線バス、幹線バス、ＪＲについて、持続可能な公共交通を検討）【企画課】
・Ｒ４新規︓習いごと応援タクシーの実証実験【企画課】
・Ｒ７新規︓次期公共交通網計画の策定【企画課】
・継続︓朝⽇コミュ⼆ティバスの運⾏（路線バス廃⽌に伴う交通⼿段の確保）【朝⽇支所】

現状維持 C 32 88 新たな公共交通計画の策定

・所得による教育格差をなくし、学⼒向上のための環境づくり
・Ｒ４拡⼤︓教育格差解消事業〈就学援助〉【学校教育課】
・Ｒ４拡⼤︓学習振興事業（各種検定料補助）【学校教育課】

現状維持 C 7 24 施設整備及び教育環境の充実

・⾼等学校存続へ向けた魅⼒化や⽣徒数確保に向けた支援
・Ｒ４新規︓⾼校魅⼒化支援事業（学⼒向上支援、下宿費助成、探究学習、部活動支援、学校ＰＲ）【企画課】
・継続︓⾼等学校バス通学補助事業【学校教育課】

現状維持 C 7 24 施設整備及び教育環境の充実

・部活動における体制整備と活動支援

・継続︓部活動指導員配置、対外⾏事参加奨励費支給（学校教育課）
・継続︓⽂化・スポーツ⼤会参加奨励費支給（社会教育課・合宿の⾥・スポーツ推進課）
・継続︓⼤会参加交通費助成（合宿の⾥・スポーツ推進課）
・Ｒ５新規︓部活動地域移⾏促進事業（地域移⾏検討に向けた協議会設⽴）（学校教育課・社会教育課・合宿の⾥・スポーツ推進課）
・部活動の拠点校⽅式や地域移⾏を踏まえた移動⼿段や指導体制などについて継続協議中【学校教育課】

改善 B 14 31 スポーツの振興

・郷土愛の醸成や芸術とのふれあいによる⼼づくり

・継続︓⽇本版画協会巡回⼠別展（３年に１回の開催のため令和６年度は開催なし。次回は令和８年度の予定）【博物館】
・継続︓地域資源を活⽤した学校教育の推進事業（農業学習）【学校教育課】
・継続︓学校・家庭・地域連携協⼒推進事業費（地域学校協働活動）【社会教育課】 
・継続︓⼦ども⽂化活動推進事業費（土曜⼦ども⽂化村⇒令和５年度から「⼠別ふるさと体験広場」に改称）【社会教育課・公⺠館・博物館】 
・継続︓ふるさと給⾷事業【就職センター】
・継続︓瑞穂獅⼦舞伝習館管理運営事業【地域⽂化課】
・継続︓サンライズホール⾃主企画事業（令和7年度から⺠間事業者による単独事業に移⾏）【地域⽂化課】
・継続︓サンライズホール⼦ども芸術劇場(アウトリーチ)市内全⼩中学校及び東⾼校にてアート体験（年２回程度/ダンス、演劇など）【地域⽂化課】

改善 C 13 30 芸術⽂化の⾃主学習に対する支援策等の拡充

市
内
経
済
の
活
性
化

魅
力
の
発
信
強
化

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

学
力
向
上
へ
の
支
援
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基本視点 政策 これまでの取り組み 展開 総合評価 掲載ページ 評価G 施策

・ゼロカーボンの積極的な推進

・Ｒ４新規︓ゼロカーボン推進事業（地球温暖化対策実⾏計画「区域施策編」の策定）【企画課・都市環境課】
・Ｒ６新規︓再エネ条例の制定【企画課】
・Ｒ４新規︓地域循環型住宅リフォーム促進助成事業（ゼロカーボン対策支援）【商⼯労働観光課】
・Ｒ４新規︓茂志利トンネル整備事業（トンネル⻑寿命化修繕計画策定）【都市環境課】
・Ｒ５新規︓森林吸収源対策推進計画の策定【畜産林務課】

現状維持 C 19 59 新エネルギーへの転換

・起業に向けた相談体制の確⽴と支援の拡充
・Ｒ４新規︓企業フォローアップ・経営支援事業（起業をめざす若者や⼥性、起業後間もない⽅への専⾨家のサポート）【企画課】
・Ｒ４新規︓みんなの新たなチャレンジ応援⾦事業【商⼯労働観光課】

現状維持 C 85 51 労働環境及び勤労者福祉の充実

・移住に対する支援の拡充と移住しやすいまちづくりの推進 ・Ｒ４拡⼤︓移住定住促進事業（「移住ナビデスク」による情報発信や総合相談を継続実施。お試し移住体験及び交流の場創出事業を開始）【企画課】 推進 B 31 85 移住・定住情報の収集および発信

・若者や⼥性のチャレンジ応援とまちの活性化
・Ｒ４新規︓企業フォローアップ・経営支援事業（起業をめざす若者や⼥性、起業後間もない⽅への専⾨家のサポート）【企画課】
・Ｒ５拡⼤︓中⼩企業振興条例の改正（新規チャレンジ支援事業、新規開業等支援事業にて、若者や⼥性の支援を強化）【商⼯労働観光課】
・Ｒ４新規︓みんなの新たなチャレンジ応援⾦事業【商⼯労働観光課】

現状維持 C 85 51 労働環境及び勤労者福祉の充実

・国や道の補助⾦などの積極的な活⽤による公共事業の確保

・継続︓社会資本整備総合交付⾦（公営住宅）【建築課】
・継続︓道路メンテナンス補助（橋梁⻑寿命化）【都市環境課】
・Ｒ５新規︓社会資本整備総合交付⾦（トンネル⻑寿命化）【都市環境課】
・継続︓社会資本整備総合交付⾦（⽔道・下⽔道）【上下⽔道局】
・R7新規︓新しい地⽅経済･⽣活環境創⽣交付⾦（デジタル実装型︓⽔道）【上下⽔道局】

推進
推進

C
C

98
99

68
69

⽔道事業の推進
下⽔道事業の推進

・社会インフラの維持と⻑寿命化事業の継続実施

・継続︓公営住宅の⻑寿命化【建築課】
・継続︓道路橋梁費（橋梁⻑寿命化）【都市環境課】
・継続︓し尿処理施設整備事業【上下⽔道局】
・継続︓東⼭浄⽔場改良事業 【上下⽔道局】
・継続︓配⽔施設改良事業【上下⽔道局】
・継続︓温⻄地区⽔道施設整備事業【上下⽔道局】
・継続︓旧簡⽔地区⽔道施設整備事業【上下⽔道局】
・継続︓公共下⽔道資本整備事業【上下⽔道局】
・継続︓特定環境保全公共下⽔道資本整備事業【上下⽔道局】
・継続︓個別排⽔処理施設整備事業【上下⽔道局】
・R7新規︓スマートメーター導⼊事業【上下⽔道局】

現状維持 B 96 65 公営住宅等ストック総合改善事業の推進

・教育・体育⽂化施設の維持や再構築など時代に⾒合う施設整備

・Ｒ４新規︓市⺠⽂化センター施設環境整備事業（外壁改修、⼩ホール舞台機構改修）【市⺠⽂化センター】
・Ｒ４新規︓⽣涯学習情報センター整備事業（⽼朽機器の更新）【⽣涯学習情報センター】
・Ｒ５新規︓剣淵川運動広場の廃⽌【合宿の⾥・スポーツ推進課】
・Ｒ６新規︓朝⽇三望台シャンツェ整備事業【合宿の⾥・スポーツ推進課】
・継続︓スポーツ合宿センター整備事業【商⼯労働観光課】
・⼀部の施設について、関係団体との協議未実施（今後、随時実施予定）【各所管課】

改善 B 14 31 スポーツの振興

・公共施設のあり⽅について市⺠の声の聴取
・Ｒ４新規︓テニスコート利⽤団体、ソフトボール場利⽤団体からの意⾒聴取【合宿の⾥・スポーツ推進課】
・Ｒ６新規︓の〜む利⽤者との意⾒交換【農業振興課】
・継続︓公共施設マネジメント対象施設に係る利⽤者、利⽤団体からの意⾒聴取【各所管課】

推進 C 42 98 財政健全化の取り組み

・名寄市⽴総合病院及び⺠間医療機関、介護事業所との連携強化
・Ｒ４新規︓医療と介護の連携強化として、Ｒ６年度中の医療介護連携ネットワークシステムの導⼊を⽬指し、道との事業実施に向けた協議により、事業概要と実施スケジュールを策定【市⽴病院】
・Ｒ５新規︓令和６年度のシステム導⼊に向けて、アドバイザー事業による、関係機関と課題整理等のセミナー及びグループワークの実施【市⽴病院】

現状維持 C 46 1 市⽴病院⼊院体制の充実と名寄市との連携

・⾼齢者が安⼼して療養できる環境整備
・Ｒ６強化︓「経営強化プラン」に基づき4⽉から3病棟体制を再開するとともに、地域包括ケア病床を２５床から３９床に増床し、回復期機能の強化を図った【市⽴病院】
・Ｒ６新規︓市内の医療機関、⻭科、介護事業所及び薬局などと協議を進めてきたICT技術を⽤いた医療介護連携システム構築【⾼齢者福祉課】

推進 C 46 1 市⽴病院⼊院体制の充実と名寄市との連携

・医療⼈材の確保と育成に向けた支援の拡充 ・Ｒ４拡⼤︓市⻑、院⻑等による⼤学、医療機関への要請活動【市⽴病院】 推進 C 46 1 市⽴病院⼊院体制の充実と名寄市との連携

・介護⼈材の確保対策の強化と待機者の解消

・Ｒ４拡⼤︓介護従事者新規就労定着支援事業（従事者確保対策の補助事業等を継続実施。介護ロボット導⼊助成に⾒守り機器、ICT導⼊を追加）【⾼齢者福祉課】
・継続︓従事者確保に向けた介護保険制度や介護報酬改正を市⻑会を通じ国等へ要望【⾼齢者福祉課】
・Ｒ６新規︓介護従事者確保緊急支援事業【⾼齢者福祉課】
・Ｒ６拡⼤︓介護従事者新規就労定着支援事業（個⼈支援として移住者の新規就労に対する助成の増額、事業者支援として介護実習⽣等受⼊助成の⼈数拡⼤及び増額、介護ロボット導⼊助成の増額、資質向上な
どの研修費助成の増額）【⾼齢者福祉課】

現状維持 C 57 12 ⾼齢者の安⼼して暮らせる地域づくり

・少⼦⾼齢化や核家族化に対応した在宅医療の充実 ・Ｒ４拡⼤︓訪問看護、訪問リハ、訪問診療【市⽴病院】 推進 B 47 2 在宅医療の充実
・新型コロナ対策に対応した医療の提供体制の整備 ・Ｒ４新規︓新型コロナウイルス感染症検査支援事業（児童・⽣徒を中⼼としたＰＣＲ検査態勢の確保）【学校教育課】 現状維持 A 53 8 感染症予防の充実

・国や道の事業の積極的な活⽤による農業⽣産基盤の強化

・Ｒ５新規︓国営かんがい排⽔事業 ⾵連多寄地区【農業振興課】
・Ｒ５完了︓国営施設応急対策事業 てしおがわ剣和地区【農業振興課】
・Ｒ６拡⼤︓経営所得安定対策推進事業（経営所得安定対策の円滑な実施）【農業振興課】 
・Ｒ６強化︓道営宮下排⽔路地区⽔利施設等保全⾼度化事業【農業振興課】
・中⼭間地域等直接支払交付⾦事業【農業振興課】
・多⾯的機能支払交付⾦事業【農業振興課】
・環境保全型農業直接支援対策事業【農業振興課】
・道営中⼠別地区農地整備事業【農業振興課】
・天塩川地区⽔利施設管理強化事業【農業振興課】
・Ｒ４新規︓畜産担い⼿総合整備事業【畜産林務課】

推進 C 73 35 農業の振興

・農地再編・整備事業などの推進 ・継続︓道営中⼠別地区農地整備事業【農業振興課】 推進 C 73 35 農業の振興

・農業の担い⼿確保・育成に向けた支援

・継続︓地域おこし協⼒隊制度等を活⽤した農業研修者の受け⼊れ【農業振興課】
・継続︓⼠別市農業・農村担い⼿支援規則に基づく各種支援の実施【農業振興課】
・継続︓融資主体型の経営体育成支援事業を実施【農業振興課】
・Ｒ４新規︓森林整備促進事業（⾼性能林業機械等導⼊補助）【畜産林務課】

推進 C 73 35 農業の振興

・農業の労働⼒確保と作業効率化の支援
・Ｒ４新規︓JA北ひびきとコントラクター協議会設⽴に関する情報交換の実施【農業振興課】
・Ｒ４新規︓JA北ひびきにおける外国⼈労働者の受け⼊れに係る普通財産（旧スポーツ研修所）の貸し付け【農業振興課】
・継続︓酪農ヘルパー推進補助事業費【畜産林務課】

推進 C 73 35 農業の振興

・６次産業化に対する支援（HACCP対応衛⽣管理への支援等）
・Ｒ４新規︓HACCP対応衛⽣管理研修会の実施【農業振興課】
・Ｒ６新規︓農畜産物加⼯体験交流⼯房「の〜む」営業⽬的利⽤の導⼊【農業振興課】

推進 C 73 35 農業の振興

・⾏政⾯積の74％を占める森林の整備と保全
・森林環境保全整備事業【市有林】
・森林整備促進事業【私有林】
・豊かな森づくり推進事業【私有林】

推進 C 74 36 林業の振興
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